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東に富山湾を隔てた霊峰立山を仰ぐ氷見市は、古くから海の幸、山の幸に恵

まれ、人々の生活の場として、数多くの文化遺産を生み育んできました。なか

でも縄文時代以降の六つの文化層を持つ国指定史跡大境洞窟住居跡は、長期間

にわたる氷見の歴史を知るうえで重要な遺跡といえます。

その大境洞窟住居跡と、同じく国指定史跡である朝日貝塚、二つの遺跡が大

正7年に発見、発掘調査が実施されてから、平成18年で88年が経過いたしまし

た。その間、これら二つの国指定史跡の存在が、氷見地域、また県内外に向け

て、考古学という学問に対する意識を高めていったことは疑いのない事実です。

氷見市教育委員会では、大境地区急傾斜地崩壊対策事業に先立って、大境洞

窟から程近い位置に所在し、大境洞窟同様、縄文海進時に形成された海食洞と

して知られていた洞窟の調査を実施いたしました。調査の結果、大境エンニヤ

マ下洞窟遺跡と名づけられたその洞窟の壁面に生成された鍾乳石の中から、多

くの骨や貝殻、そして土器破片が出土いたしました。大境洞窟の豊かな遣物内

容からすると少ない遺物量ではありましたが、縄文海進時に形成されて以降、

大境洞窟と並存していた本遺跡の発掘調査の成果は、大境洞窟にも違った角度

から光を当てるものであると考えています。今回の調査結果が今後の文化財保

護の一助となるとともに、地域の歴史への関心、理解につながることを願って

おります。

終わりに、発掘調査にあたりましては、関係者の皆様をはじめ、多くの方々

にご指導、ご協力を賜りました。この場を借りまして厚くお礼申し上げます。

平成19年3月

氷見市教育委員会

教育長　中尾　俊雄



例　　　言
とやまけんひみしおおざかい　　　　　　　　おおざかい

1本書は、平成17・18年度に実施した富山県氷見市大境地内に所在する大境エンニヤマ羊摘遺跡の

発掘調査の報告書である。

2　調査は、大境地区急傾斜地崩壊対策事業に先立ち、富山県高岡土木センター氷見土木事務所の委託

を受けて、氷見市教育委員会が実施した。

3　調査面積は、約100正である。

4　調査期間は、次のとおりである。

調査期間　試掘　調　査：平成17年8月24日より平成17年8月26日（実働3日）

測量事前調査：平成18年1月20日（実働1日）

本　調　査：平成18年4月24日より平成18年5月12日（実働9日）

5　調査費用は、試掘調査は氷見市が負担し、事前測量および本調査は富山県からの委託金で実施した。

6　調査事務局は、氷見市教育委員会生涯学習課に置き、課長補佐上田和弘、主査大野究、学芸員廣瀬

直樹が調査事務を担当し、課長東海慎一が統括した。

7　調査および本書の執筆・編集は、廣瀬が担当した。

8　平成17年度（本調査前）および平成18年度（本調査後）にそれぞれ実施した地形測量業務は、株式

会社アーキジオ（旧社名：株式会社中部日本鉱業研究所）に委託した。

9　空中写真の撮影は、株式会社エイ・テックに委託した。

10　自然科学分析は、骨同定、貝同定、放射性炭素年代測定（β線係数法）をパリノ・サーヴェイ株式

会社に委託した。

11図版1－1に掲載の写真は、国土地理院長の承認を得て、同院撮影の空中写真を複製したものである。

（承認番号　平18　北複、第200号）

12　出土遺物と調査に関わる資料は、氷見市教育委員会生涯学習課が保管している。

13　遺跡の略号は「OZED」とした。

14　土層の色調は、農林水産省農林水産技術会議事務局監修『新版標準土色帖』に準じている。

15　調査参加者は次のとおりである。

平成17年度試掘調査

発掘作業員：下野孝男・津野外喜夫・中谷正一・万田栄作・山本秀三（以上、氷見市シルバー人材センター）

平成17年度測量事前調査

発掘作業員：後山健作・上　了永・津野外喜夫・万田栄作・谷内健一（以上、氷見市シルバー人材センター）

平成18年度本調査

調査補助員：山本昌美

発掘作業員：新井久子・上野恵美子・後山健作・津野外喜夫・干場勇一・九山レイ子・万田栄作

・谷内健一・山下　巽（以上、氷見市シルバー人材センター）

整理作業員：三失意京・日南　静

16　調査・本書作成にあたり、下記の方々・機関から多大なご教示・ご協力を得た。記して感謝申し上

げる。

富山県高岡土木センター氷見土木事務所・富山県教育委員会生涯学習・文化財室・富山県埋蔵文化財セ

ンター・氷見市立博物館・氷見市史編さん室・大境地区・大境ビジターセンター・小境卓治（氷見市立

博物館）・小島俊彰（金沢美術工芸大学教授）・橋本正春（富山県埋蔵文化財センター）・松島洋（氷見

市文化財審議会会長）・柳瀬正信（大境地区自治振興委員）
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第1章　調査の経過

第1節　調査に至る経緯と経過

平成17年7月、氷見市教育委員会は、富山県高岡土木センター氷見土木事務所が大境地区にて急傾斜

地崩壊対策事業を計画しているとの情報を得たため、ただちに氷見土木事務所と埋蔵文化財の保護協議

を実施した。氷見土木事務所としても、急傾斜地崩壊対策工事計画が近接する国指定史跡の大境洞窟遺

跡（指定名称は「大境洞窟住居跡」）に影響を与えないことは従前より確認済みであったが、協議の結

果、急傾斜地崩壊対策工事によって大境ビジターセンターの裏に所在する海食洞が斜面ごと開削されて

しまうことが明らかとなった。

問題となる海食洞はその時点では埋蔵文化財包蔵地として登録されていなかったが、近世末期～明治

期に人骨が出土したことが知られており、大境洞窟遺跡に類する洞窟遺跡である可能性があった。その

ため、氷見市教育委員会としては何らかの保護対策の必要性を強く感じ、試掘調査を実施することとし

た。緊急を要することであり、さらに調査対象地が埋蔵文化財包蔵地として周知されているわけではな

かったため、試掘調査の費用については氷見市の負担で実施することになった○

試掘調査は平成17年8月24日より3日間で実施した○調査の結果、鍾乳石と固着した人骨らしき骨片

や貝殻が出土したほか、縄文土器1破片がこれも鍾乳石と固着した状態で出土した。この調査結果を受

け、海食洞を新たな埋蔵文化財包蔵地として扱うこととし、その後の対応については氷見土木事務所と協

議して、平成18年度に予定されている急傾斜地崩壊対策工事の着手前に本調査を実施することになった。

埋蔵文化財包蔵地として登録するにあたって、同じく大境地内に所在する大境洞窟遺跡と識別が容易

な遺跡名を与える必要があった。地元の方の話では、洞窟自体には通称がなく、そこにあった小屋が

「ヵンペゴヤ」などと呼ばれていたらしい。また洞窟が立地する断崖の上の平地は「エンニヤマ」と呼

ばれているとのことであった。そこで洞窟上部の通称地名「エンニヤマ」を取って、遺跡名を「大境エ

ンニヤマ下洞窟遺跡」とすることにした。

氷見土木事務所との協議では、平成18年度の夏前までには本調査を終了する必要があるということで、

平成17年度中に現況地形の詳細測量を実施し、平成18年度の4月から本調査に着手することで双方合意

した。現況地形測量は平成18年1月から3月まで、記録的な大豪雪の合間をぬっての作業となった。現

地の測量の際には、若干の確認調査を実施した。

本調査は平成18年度を迎えると同時に準備を開始、平成18年4月24日に現地での作業に着手した。

第2節　調査の日程

平成17年7月27日、富山県高岡土木センター氷見土木事務所工務第2課砂防班の担当者と、大境地内

で計画されている急傾斜地崩壊対策工事について最初の協議を行った。協議内容を受け、ただちに現地

を確認し、海食洞（大境エンニヤマ下洞窟遺跡）の試掘調査実施を計画した。

平成17年8月24日より26日までの3日間、試掘調査を実施。25日には氷見市文化財審議会の松島洋氏

（地質）に洞窟を検分してご助言いただいた。26日にトレンチを埋め戻して試掘調査は終了。

平成17年12月1日より平成18年3月28日まで、大境エンニヤマ下洞窟遺跡本調査に先立つ事前調査。

12月から翌1月まで、大豪雪のなか届出・契約等の事務を行い調査に向けて準備を整えた。1月20日、

現況地形測量の事前作業と確認調査を実施。草刈りをし、放置ごみ、落石を片付けた。夏の試掘調査の
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際には無かった新たな落盤を確認。洞窟自体が非常に脆弱なものであることを再認識した。

平成18年1月25日、現地にて測量業者と打ち合わせ。翌26日、測量作業。調査員が立会い、進捗状

況・成果を確認。3月17日に測量成果が納品され受理。事前調査を終了した。

平成18年4月に入り、本調査の着手に向けて契約等の準備を行った。現場に着手したのは4月24日。

同日、発掘機材の搬入を行い、調査を開始した。草刈り、洞窟内に伏せられていた鉄釜の搬出、ラジコ

ンヘリコプターによる空中写真の撮影を実施。翌25日、調査区の調査前の状況を写真撮影。撮影後、洞

窟底面にトレンチを設定し、下層の確認を実施。26日からは砂岩テラスの掘削を始めた。28日には洞窟

東北側の落盤を砕き、搬出、その下の砂層を掘削した。それらの作業に平行して、土層断面図の作成、

石碑の採拓などの作業も行った。5月12日午前、掘削作業を終了し、調査区を清掃、完掘状況の写真撮

影を実施し、本調査の作業を終了した。同日午後より再び松島洋氏に現地を見分していただき、地質学

的な知見をご教授いいただいた。

現地での調査終了後、整理作業を開始した。出土土器の実測、月・骨類のクリーニングと一覧表の作

成を行った。その後、貝・骨類と炭化物は分類・抽出を行い、パリノ・サーヴェイ株式会社へ自然科学

分析を委託した。報告書の執筆・編集作業は、他の業務と並行して進めていった。

第1図　調査区周辺測量図（S＝1几500）
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第2章　遺跡の位置と環境

第1節　地理的環境

氷見市は、富山県の西北部に位置し、能登半島の基部東側にあたる。昭和27年の市制施行から昭和29

年までに、旧太田村を除く氷見郡1町17村が合併し、現在の氷見市が成立した。面積は約230軋人口

は約5万5千人である。

市域は、北・西・南の三方が標高300～500mの丘陵に取り囲まれ、東側は約20kmの海岸線をもって富

山湾に画している。海岸線は阿尾以北の灘浦海岸では岩石海岸となっており、第三紀層の泥岩が波の浸

食を受けてできた海食崖が連なっている○阿尾から九殿浜までは薮田層の泥岩（シルト岩）が露頭し断

崖を形成しており、波打ち際には海食洞も生じている。薮田層の泥岩は、軟岩であるがよく締まって崩

れにくい性質のため断崖を形成しやすく、約6，000年前の縄文海進によって生じた大境洞窟をはじめと

する海食洞の跡も今なお残っている（氷見市1999）。

大境地区は、東方は富山湾に画し、北方は丘陵山地が海に迫り断崖絶壁となって姿地区と接する。西

方はやはり丘陵山地が迫り、海岸付近にはすり鉢状の小平地があり人家が密集している。

大境エンニヤマ下洞窟遺跡は、大境洞窟住居跡の西側約150mの断崖下部、標高約5mの地点に立地

する。大境洞窟と同じく南西方向に開口している海食洞である。大境洞窟住居跡と大境エンニヤマ下洞

窟遺跡が穿たれた断崖は、元来波打ち際にあって前面に砂浜が広がっていたが、現在は埋め立てが進み

民家・民宿が立ち並んでいる。遺跡から現在の海岸線までの距離は約80m、埋立地との比高差は約3・5

mである。現況での洞窟の規模は、間口の広さが約14m、奥行きは断崖面に斜行して北東一南西方向で

最大16m程度、高さは最大で約2．9mを測る。

第2節　歴史的環境

（1）大境洞窟遺跡と近隣の洞窟遺跡

大境エンニヤマ下洞窟遺跡周辺の歴史的環境を語る上では、近接する大境洞窟遺跡の存在がはずせない。

大境洞窟遺跡は、落盤層で分かたれた6つの文化層をもつ縄文中期～中世の複合遺跡である。大正7

年に洞窟内の白山社改築工事に伴い多数の遺物が出土、その報を聞きつけた東京大学人類学教室の柴田

常恵らによって発掘調査が実施された○これは洞窟遺跡としては日本初の発掘調査であり、また日本に

ぉける層位学的な発掘調査の囁矢となるものであった○大正11年には「大境洞窟住居跡」として国指定

史跡となっている。

大境洞窟は、南西方向に開口し、入口の高さ約8m、幅約16m、奥行約34m、現在の底面は標高約5

mを測る。主な出土遺物としては、最下層の第6層より縄文時代中期中葉・中期後葉・後期前葉・後期

中葉の土器、石器など、第5層より縄文時代晩期末から弥生時代中期中葉の土器、石器、骨角器、大量

の動物遺体、抜歯したものを含む多くの人骨など、第4層より弥生時代中期末葉から後期終末および古

墳時代前期初めの土器、動物遺体、若干の人骨など、第3層より古墳時代中期から後期の土器、骨角器、

動物遺体、人骨など、第2層より8世紀第2四半期から10世紀前半にかけての須恵器、土師器など、第

1層より14世紀から16世紀の土器陶磁器類などが出土している。また、洞窟前には第1層と同時期の石

造物が寄せられており、洞窟向かって左側の旧表土レベルには小さな貪状の遺構が数カ所確認できる。

石造物と洞窟の関連は不明だが、洞窟自体が信仰の場であった可能性がある。実際、17世紀中頃には菊
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理姫神が祀られるようになっていた（氷見市2002・氷見市立博物館2002）。

第5層の一部には灰層が厚く堆積し、その周りには貝殻が密集し貝塚のようであったという。この層

からは縄文時代晩期末から弥生時代中期中葉の土器や多数の人骨が出土したほか、石器（石鉄・石包

丁・石錐・石錘・砥石）、骨角器（刺突具・装身具・尖頭器・珂形角製品・月玉・月輪・ヘラ状月製品

など）が出土しており、北陸の弥生文化成立期を代表する資料とされる（氷見市立博物館2002）。出土

した土器には、かつて「接触土器」とも称された縄文的な様相を強く持った弥生土器があるが、これは

弥生時代前期から中期に中部地方に分布する大地式土器と呼ばれるものである。大きく外反した口緑部

を持ち弧状・工字状などの沈線文と縄文を施す点に特徴がある（町田2006）。

第5層で出土した人骨のうち、11体に抜歯が見られ、1頭蓋には朱色の付着が確認されている。なお

抜歯には上顎の左右の犬歯を抜くものと下顎の両犬歯を抜くものの2種があったという（氷見市2002）。

これら多数の人骨が出土したことについては、大正7年の発掘調査以降、洞窟内で生活していた人々が

落盤により圧死したのだという住居説が一般的であるのに対し、調査にも関わった喜田貞吉が墓域説・

塵捨場説をとなえており（大場1934・藤田1983）、いまだ決着は見ていない。

さて灘浦海岸には、大境エンニヤマ下洞窟遺跡・大境洞窟遺跡以外にも2つの洞窟遺跡が所在してい

る。

泊洞窟遺跡は、小杉地区の北、国道沿いの崖面に所在する。現況は幅6．2m、高さ1．5m、奥行き2．5m

で、道路整備のため10m近く崖面が切り取られている。平成14年度には周辺で急傾斜地崩壊対策工事が

実施されたが、洞窟自体は削り残す形で保存された。昭和42年の側溝工事中に鍾乳石に張り付いた人頭

蓋骨、土器片などが発見された。出土した人骨は、フッ素含有量から旧石器人の可能性があるとして注

目されたが、その後、フッ素量は完新世前期から更新世末期に比定され、また頭蓋の形態学的比較分布

からは早・前期の縄文人に近似するとの報告もあり年代は確定していない。ただ洞窟が縄文時代前期の

縄文海進で形成されたとすれば、人骨がそれ以前にさかのぼるのものとは考えにくい（湊1980・松浦

1985・小片・加藤・六反田1989・一氷見市2002）。

字波洞窟遺跡は、宇波一石山に所在する。過去に土器片が採集されているというが、国道拡幅により

改変が著しく、現在は詳細不明である（氷見市教委1982・氷見市2002）。

これらの遺跡に見られるように、灘浦海岸の断崖に多数見られる海食洞は、縄文海進により形成され

て以降、海過を契機として何らかの形で利用されてきたと考えられる。中でも突出しているのが縄文時

代から近世、さらには近・現代に至るまで、4回の落盤を乗り越えて利用され続けた大境洞窟遺跡であ

る。大境洞窟遺跡自体、住居跡、墓城など諸説あり評価は確定しておらず、また泊洞窟遺跡、字波洞窟

遺跡については改変が著しく正式な調査もなされていない状況にある。大境エンニヤマ下洞窟遺跡も含

めたこの地域における洞窟遺跡のあり方については今後の検討課題といえよう。

（2）灘浦地区の遺跡

次に、大境エンニヤマ下洞窟遺跡が所在する灘浦地区の各時代の遺跡について紹介したい（氷見市

1999・氷見市2002・氷見市教委2003）。

灘浦地区は、丘陵が海岸にせり出した平野が比較的少ない地形であるが、縄文時代前期末から中期に

かけて海岸部の平野や洞窟の利用が始まっている。前記の洞窟遺跡のほか、縄文時代の遺跡としては、

前期末に人々が渡った虻が島遺跡、海岸に画した丘陵裾部に営まれた中期後葉の中波貝塚、中期末葉に
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台地上に営まれた長坂貴船遺跡がある。

弥生時代には、大境洞窟遺跡でまとまった遺物が出土している（前項参照）。海岸部周辺を中心に生

活が営まれていたのであろう。

古墳時代には、中期頃から宇波川流域を中心に開発が進み、海岸沿いに人々の生活が営まれた。その

痕跡が宇波川流域に築かれた古墳群や横穴群である。宇波古墳群では、明治33年に1号境より石室を持

つ埋葬施設と須恵器、鉄刀などの副葬品が発見されている。

古代には「和名抄」に見える宇納郷に比定される地区であるが、それを裏付ける遺跡はあまり見つか

っていない。古代の遺跡としては、大境集落の北側の海岸部に立地する九殿浜遺跡がある。九殿浜遺跡

は、7世紀初めから8世紀初め頃まで営まれた製塩遺跡である。

中酎こは石川県域にまたがる石動山天平寺の強い影響を受けている。長坂行大塚、長坂ソウト遺跡、

長坂落合中世墓、脇方谷内出中世基、脇中世墓などの中世墓群や各所に集積された石造物なども石動山

信仰に関連するものであろう。小境地区に所在する髪塚（市指定史跡）には梵字「バク」を刻んだ自然

石の石塔が立つ。南朝方の宗良親王にまつわる伝説が残されているものの、石塔に刻まれた「貞和三年

□十五日」（1347年）の銘は北朝年号にあたるため、むしろ石動山と関連するものと指摘されている。

なお、氷見地域を中心に分布する中世の石造物の多くには灘浦海岸で産出する微粒砂岩（やぶた石）が

用いられており、これは第1節で触れた薮田層に含まれるものである。

第1表　周辺の遺跡

No 遺　　 跡　　 名 種別 時　 代

1 大境エンニヤマ下洞窟遺跡 洞窟遺跡 縄文中期前葉・縄文晩期末～弥生中期

2 大境洞窟遺跡 洞窟遺跡 縄文中期中葉～中世

3 髪塚 ・塚 中世

4 姿城跡 城館 戦国

5 九殿浜遺跡 製塩 縄文～中世

6 虻が島遺跡 散布地 縄文前期・古代～近世

7 一夜城跡 城館 戦国

8 N EJ－30遺跡 散布地 中世

9 中波天神の森遺跡 祭祀 中世

10 中波貝塚 （女良貝塚） 貝塚 縄文中期

11 脇方十三塚古墳群・集石基 古墳・中世墓 古墳中～後期・中世

12 脇方横穴群 横穴 飛鳥白鳳

13 脇方谷内出中世墓 中世墓 中世

14 脇方西古墳群 古墳 古墳中期

15 宇波古墳群・宇波神社遺跡 古墳・散布地 古墳後期

16 N EJ－29遺跡 散布地 古代

17 宇波城跡 （安居寺城跡） 城館 中世

18 宇波安居寺古墳群 古墳 古墳中期

19 宇波ヨシダ遺跡 散布地 古墳 ・中世

20 熊野神社古墳群・集石基 古墳 古墳 ・中世

21 字波西遺跡 散布地 弥生・古墳・古代・中世・近世

22 宇波コウラウラ遺跡 散布地 古代 ・中世

23 宇波庚申塚 塚 不明

24 宇波洞窟遺跡 洞窟遺跡 不明

25 泊洞窟遺跡 洞窟遺跡 縄文早～前期か
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第3節　発掘調査以前の知見

（1）大境洞窟遺跡の発掘と大境エンニヤマ下洞窟遺跡

大正7年に始まる大境洞窟遺跡の調査・研究の歴史の中では、周辺に点在していた他の海食洞につい

ても注目されてきた。大境洞窟の調査にまつわる文献を読んでいくと、今回、大境エンニヤマ下洞窟遺

跡と名付けた海食洞（以後、「エンニヤマ下洞窟」とする）に関すると思われる記述を目にすることが

できる。

ここでは、大境洞窟遺跡の発掘調査の経緯、当時の大境周辺の海食洞に対する知見をまとめた大野究

「大境洞窟遺跡発掘調査の周辺」（大野1991）の記述なども参考にしながら、大正時代に大境エンニヤマ

下洞窟遺跡に関してどのような知見が得られていたのかを記しておきたい（文中、敬称略）。

以下に、大境洞窟遺跡の発掘調査に訪れた柴田常恵、長谷部言人らの報告の中から、大境エンニヤマ

下洞窟遺跡に関連すると考えられる記述を引用しておく（いずれも本文中の太字は引用者。旧字体はで

き得る限り原本を踏襲したが、一部は新字体で代用）。

①柴田常恵「越中囲氷見邦字波村大境の白山社洞窟」（柴田1918）

「而して此洞窟は（引用者註：大境洞窟遺跡）自然に出来たもので、人工に依って穿たれたと云ふ形逆を認むることは

出来ず、主として海水の侵蝕に由るものである。左れば白山社を祀れる此洞窟の外にも、同様のものが附近の海濱に敷

箇所存在し、その最も接近せるは口槍の遠望のものに見ゆる如く、向って左手に存して居る。其間の距離は約七十間に

して、今は海面を埋立てゝ、漁具を置くべき納屋など出来居るが、数年前までは此度に尚は一箇の洞窟ありLも、すべ

て切崩して其痕跡を止めざるに至ったとのことである。」

「白山社の洞窟内に禰生式土器を使用せし遺跡ありて太古に此度居住せし模様なりとせば、同様の洞窟が附近に存在す

る以上は、軍に白山社のものゝみに限らず、或は他の洞窟にも此事なかりLやと云ふ疑問を生ずる。而して之れと最も

接近せしものは、前にも云ひし如く切崩して最早何等の痕跡なきに至りしことゝて検索の余地なきが、更に其傍にある

ものは、口槍にも見ゆる如く白山社と暑ぼ同方位に向ひ、入口の巾は約七十尺、高さ十八尺、奥行六十尺許である。維

新前に多数の人骨を此虜より沓掘せしことありLが、特に藩公より資を給して埋葬せしめられしことあり、其際の墓碑

なりと云ふ自然石が今も洞窟内に横って居る○而して其底面の主要部は掘り取られて居るが、一部に残存せる虜を槍す

るに、小石の層の上方に蒲生式土器と共に獣骨や貝殻があり、断片ながら人骨さへ存し居る所を見れば、白山社と同種

の遺跡と見て差支へなきものと思はれる。されば全く切崩されし洞窟は或は同様のものなりしゃも保し難く、附近に存

するすべての洞窟を精査すれば、存外に多くの類例を見るやとも思はれ、殊に大字宇波に在る膳貸の博説を有するも

のゝ如きは、嘗て何等かのことありLより起りし侍説と思はれるから、注意を要するものと云ふべきである。」

②長谷部言人「大境洞窟の遺跡に就いて」（長谷部1927）

「尤もこの洞窟（引用者註：大境洞窟遺跡）より人骨を出したること、近く十五六年前にもあり。又数十間を隔つる他

の稽小なる洞窟よりも、二十五六年前、人骨を掘り出せることあり。由来この地方の考古学的探査不充分にして、これ

等の事案も、今岡初めて耳にせるに過ぎず。また大境の洞窟には、往年屡々山寓等の候泊せることあり。村民等は彼等

の遺骸なるべLとて深く注意することなかりLも、過般の土工に際し貴兄したる、彩しき遺骨、遺物に就いては、衆説

紛々として起り、遂に宇波に在りし高岡新聞通信員よりこれを本社に通じ、井上主筆親しく見分の上、毎日、朝日、時

事等諸新聞に電報せり。」

また、大場磐雄が「本邦上代の洞穴遺跡」の中で集成した日本各地の洞穴遺跡の概要の中にも、大境

洞窟に隣接する別の洞窟についての記述がある。これは内容的には①の柴田報告を引用したものである。

③大場磐雄　「本邦上代の洞穴遺跡」（大場1934）

「同国同部同村大境（引用者註：前項の「越中囲氷見郡宇波村大境白山社境内」をうけた記述）

前者（引用者註：大境洞窟遺跡）と接して存する同様な洞穴で、柴田常恵氏の略報にかゝるもの、入口幅約七十尺・高

十八尺・奥行六十尺程で、維新前多数の人骨を発見した鳥め、蕎主より費を給して埋葬せられたといふ。一部に残存す

る包含層中には人骨・獣骨・貝殻と蒲生式土器が認められる○なは附近には同種の洞穴が残存し、殊に大字宇波にある

ものには古来椀貸借説が附帯されてゐる。精査すれば更に人類遺跡の貴兄があらうと考へられる。」
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これらの報告で注目したいのが、大境洞窟の周辺に所在する同種の洞窟についての記述である。柴田

報告①によると、もっとも近いものとして、大境洞窟に向かって左側、約70間（約126m）の距離に存

在する洞窟が挙げられている。この洞窟がエンニヤマ下洞窟であろう。第2章第1節で大境洞窟とエン

ニヤマ下洞窟の距離を約150mとしたが、これは洞窟中心地点間の距離である。後述する大正7年の測量

図で措かれた大境洞窟とエンニヤマ下洞窟の洞窟開口部間の最も近い場所を測ると約126mに近い数値

が得られるため、ほぼ間違いないと思われる。

①にはエンニヤマ下洞窟と目される海食洞の規模が記載されており、入口幅が約70尺（約21m）、高

さが18尺（約5．4m）、奥行きが60尺（約18m）ということである。測り方によって差異が生ずるため一

概には比較できないが、この数値は第1節に記載した現況の規模と比べてやや大きく、特に高さが大き

く異なる（現況約2．9mに対し、①では約5．4m）。これは、大正7年には「底面の主要部は掘り取られて

いる」状態だったのが、現在は落盤により埋まってしまったためだと考えられる。この洞窟からは推新

前に大量の人骨が出土し、大正7年の時点でも、掘り取られた底面の残存部には獣骨や貝殻、人骨があ

り、そのほかに弥生土器も認められたという。

長谷部報告②に登場する大境洞窟から数十間離れた場所にある狭小な洞窟というのもエンニヤマ下洞

窟と考えられる。ただし、人骨が出土した時期を①では維新前（近世末期）、②では25、6年前（明治時

代）としている点が異なる。その時点ですでに事実が錯綜していたのか、あるいは人骨の出土が2度あ

ったのだろうか。②によると大境洞窟には山宿などが仮泊することがあったといい、村民は出土した人

骨を山寓の遺体だと考えていたという。

大正7年の発掘調査では詳細な測量図が7枚作成されている。その7枚のうち1枚目が『富山解氷見

郡宇波村大境白山神社洞窟附近平面園』で、大境洞窟周辺の地形が作図されているものである（第3図）。

この図では、大境洞窟が右端に置かれ、左端にエンニヤマ下洞窟が収まるようにしてある。これは、大

境洞窟の周辺に存在が予想される同様の洞窟遺跡の痕跡を記録しようという柴田の意図に基づくもので

あろう。

さて、地元の方にエンニヤマ下洞窟についてうかがうと、かつて波打ち際に画していた際はよく土左

衛門（水死体）が漂着したとの話を複数の人から聞くことができる。現在洞窟内に立てかけられていた

石碑も、土左衛門の供養のために置かれたものだという。石碑は微粒砂岩製で、正面には「南無阿弥陀

悌」と陰刻されている（第3章第3節参照）。自分の曽祖父がこしらえたものだと話してくれた近所の

方がいらっしゃったが、その方の認識では、土左衛門が漂着し石碑が置かれたのは明治に入ってからの

ことだろう、とのことであった。

前項の①柴田報告では、維新前に出土した大量の人骨を埋葬した際の墓碑だという自然石が洞窟内に

横たわっていたという。おそらくその墓碑が「南無阿弥陀悌」の石碑のことであろう。柴田が調査に訪

れた大正7年にはすでに石碑があったということになるが、文字の彫り込みについては記載がない。す

でにあったが記載を略したのか、それとも柴田の確認以降に彫られたものだろうか。

一方、現在地元の方から聞ける話と、大正7年に柴田・長谷部が聞き取った話とには組齢がある。大

きな違いが、石碑が置かれた理由、すなわち供養の対象である。もしかすると、すでに現代では通用し

にくい「山寓の遺骸」（②）といった意味付けに代わり波打ち際の洞窟と人骨の出土を結びつける論理

として、土左衛門の漂着という考えがごく新しい時期に定着したのではないだろうか。大境洞窟の立地

する岬の北側には今なお形成されつつある海食洞があるが、その洞窟には潮流の関係で水死体が漂着し
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やすいのだという。そこから想起されて、かつては海に面していたエンニヤマ下洞窟の供養塔の由来を

土左衛門に求めたのかもしれない。

柴田報告①の文中、もうひとつ興味深いのが、大境洞窟とエンニヤマ下洞窟の間にあったというもう

一つの洞窟である。大境洞窟とエンニヤマ下洞窟の間は現在崖面が垂直に切り立てられ、そこに漁具置

場として人工的に洞窟が掘削されているが、崖面が切り立てられる以前にはその場所にも海食洞があっ

たのだという。大境洞窟の調査が実施され、①が報告された大正7年からさかのぼること数年前に、す

でに切り崩されてしまっていたとのことだが、大境洞窟、エンニヤマ下洞窟以外にも類似する海食洞が

同じ断崖面に存在したということは注目されていい。残念ながら遺物が出土したというような記録は残

されていないが、海岸に画した複数の洞窟が人々の生活に関わっていたとすると、大境洞窟に対するイ

メージも変わってくるのではないだろうか。さて①文中で「一箇の洞窟」となっている切り崩された海

食洞だが、大境洞窟周辺の測量図では、切り立てられた崖面の5箇所に「洞窟跡」の注記が入れられて

いる。これが表面観察によって判断したものか、住民の証言等が加味されているものなのか、あるいは

可能性のある窪みをすべて記録したということなのかは定かではないが、柴田は、周辺にさらに複数の

海食洞があった可能性を考えていたのかもしれない。

なお①③の文中にある大字宇波にあるという洞穴は、宇波一石山に所在する宇波洞窟遺跡のことであ

ろう。『氷見の伝説』（氷見市教委1982）には「一石山の風穴」として宇波洞窟遺跡の椀貸伝説について

の記述がある。それによると風穴と呼ばれた洞窟は、現在では前を通る国道の整備のためにほとんど形

をとどめていないが、かつては高さ1．8m、幅11mほどあったのだという。柴田は、過去に土器片など

が出土したことが椀貸伝説の発端となったのではないか、と推測しているようである。

（2）大正時代以降の洞窟利用

前項で見たとおり近世末期ないし明治時代に人骨が出土したエンニヤマ下洞窟だが、大正時代以降は

どのように利用されていたのだろうか。

先述の大境洞窟周辺の測量図をみると、エンニヤマ下洞窟の前面の段差となっている場所に「蒸魚釜」

と書かれた○印が6個並べられている（第3図）。また同様の印が大境洞窟の向かって左側にも記され
しめかす

ている。これは大正から昭和にかけて肥料の主力となった〆粕作りに用いられたものだと考えられる。

〆粕は、イワシを大釜で煮てジヤキで圧搾し、油脂分を取り除いた後ムシロの上に広げて天日干しにし
ほしか

たもので、イワシをそのまま天日干しにする干加に代わって大正期以降製造が盛んになったものである

（小境2006）。氷見では大正6年から昭和10年代半ばまで続いたイワシの大豊漁に合わせて〆粕の製造量

が飛躍的に増大したというから、大境洞窟の発掘調査が実施された大正7年はちょうど〆粕作りが盛ん

になり始めたころ、ということになる。おそらく岩陰という立地を活用して、〆粕を作る作業場として

使われていたのだろう。

〆粕が作られなくなった以後は、洞窟にカンペゴヤという小屋があったというが、いつの頃からか近

隣の廃材置き場として利用されていた。積み重ねられた廃材の上には岩盤が崩落し、さらにその上に廃

材が積み上げられていた。そのような状況の中、遺物の散布状況を確認するのは困難であったことから、

本洞窟は埋蔵文化財包蔵地とするための詳細な確認調査がされないまま現在に至った。なお上層の落盤

の下敷きになった廃材のほとんどは戦後のもので、この数十年の間にも洞窟天井の崩落が起こっていた

ことがうかがえる。
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第3章　調査の方法と成果

第1節　調査の方法

（1）試掘調査の方法

試掘調査は、洞窟が埋蔵文化財包蔵地と判断できるか否かの確認を目的として実施した。洞窟内部に

放置された廃棄物、上層の落盤を撤去し、洞窟の壁面と底面堆積土の表面を精査した。合わせて底面に

2本のトレンチ（Tl・T2）を設定し、底面土壌及び落盤の堆積状況・層位の確認を行った。また、

縄文海進時の堆積を示すといわれる洞窟奥壁のテラス状に張り付いた砂礫層（氷見市1999）については、

特に重要と考え、表面の精査を行った。

（2）測量調査の方法

本調査の実施決定後、現況地形の詳細測量を実施した。試掘調査の終了後トレンチは埋め戻してあっ

たため、測量では埋め戻した状態の記録を行った。測量調査では、レーザースキャンニングシステムを

用いた3次元レーザー測量により、点群（3次元）データによる素図を作成し、そこから平面図・立面

図を作成した。

（3）本調査の方法

試掘調査の結果と大正年間の洞窟状況の記録（第2章第3節に詳述）の検討から、洞窟底面は大きく

えぐられており、現在の底面は比較的新しい落盤の堆積と考えられた。そのため底面下層の全面発掘は

行わず、埋め戻してあった試掘トレンチTlを再掘削し、さらにトレンチT3～T6を追加して落盤の

堆積状況・層位の記録を実施した。

テラス状の砂礫層については、試掘調査の結果から遺物の包含が予想されたため、出来得る限り掘削

し、遺物の確認を行った。砂礫層は洞窟壁面にかなり強固に固着していたため、掘削作業にはツルハシ

やタガネ、ハンマーを用いた。洞窟北東の奥側については、落盤を削岩のうえ撤去し、下層及び最奥部

の確認を行った。

第2節　遺構

（1）洞窟の概要

大境エンニヤマ下洞窟遺跡は、約6，000年前の縄文海進の際に薮田層の泥岩（シルト岩）に穿たれた海

食洞である。洞窟の平面形は直角三角形を呈し、洞窟最奥部は北東方向にのびる。洞窟間口は大きく開口

するが、奥に向けて徐々に狭まっている。現況での洞窟の規模は、間口の広さが約14m、奥行きは断崖面

に斜行して北東一南西方向で最大16m程度、高さは最大で約2．9mを測る。洞窟の平面積は約90㌦である。

洞窟を構成する泥岩は軟岩であるが崩れにくい性質を持つため、洞窟自体は大きく崩れることなく現

在まで残存していた訳だが、小規模な天井部の落盤は繰り返されていたと考えられる。現在では、洞窟

内側の壁面は石灰分により一部鍾乳石化して膜が形成され強固になってはいるものの、天井部から洞窟

外側にかけては所々風化によってスポンジ状を呈し、いつ落盤してもおかしくない状態である。洞窟内

には新旧の落盤した天井部が折り重なっており、新しいものでは昭和期の廃材の上に落ちたものも確認

できる。また東壁側の奥にある大きな落盤では天井石が層状にはがれた様子を見て取れるが、はがれた
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部分の小口も鍾乳石化が進行しており、落盤してからある程度の年代が経過しているものと考えられる。

この東壁の落盤に生じたくぼみから弥生土器が1点と人骨・イノシシ骨が出土している。

洞窟の長辺である北東一南西方向にのびる壁を北壁とする。北壁の上部には前述のように鍾乳石の膜

が形成されており、非常に強固な壁面となっている。一方北壁下部にかけては、鍾乳石の膜から連続し

て砂礫層が固着しており、テラス状を呈する。本遺跡で出土した土器の大部分と多数の骨・貝類は、この

テラス状の砂礫層に含まれているものである。本報告書ではこの砂礫層を砂岩テラスと呼称する。

北壁の奥側には、「南無阿弥陀悌」と正面に刻まれた石碑が、砂岩テラスにもたれるように斜めに立

てかけられている。この石碑は第2章第3節で触れたように、大正7年の大境洞窟調査時にすでに確認

されていたもので、推新前、洞窟から出土した大量の人骨を埋葬した際の墓碑だという。

（2）洞窟底面と基本層序

現在の洞窟底面の標高は4．4～5．1mを測る。この洞窟底面の大部分は大正7年以降に落盤などの堆積で

埋まったもので、それ以前は、大正7年の記録（第2章第3節参照）にあるように底面の主要部が掘り取

られている状態だったと推測される。本調査では、試掘トレンチの再発掘を含めた5本のトレンチで洞

窟底面の堆積状況を調査した（第5図）。洞窟底面の基本層序は、大まかに表面堆積層・落盤堆積層・底

面砂層の3つに分けることができる。これら3種の層が洞窟自体の本来の床面に堆積している（第6図）。

表面堆積層・落盤堆積層　表面堆積層は、落盤礫・木片・廃材・ごみ等が混じったもので、大部分の

層はしまりがなくぼそぼそした質感である。落盤堆積層は、小は1cm程度から大は1mを超すものまで

大小さまざまな落盤礫が堆積した層である。この落盤が大正7年以降に堆積したものであろう。なお落

盤が堆積したのは、表面堆積層の上に昭和期の廃材があることから数十年以上前ということになるだろ

う。それも一度に埋まりきったわけではなく、所々表面堆積層と落盤堆積層が入り混じっている。これ

は複数の落盤層の時期差を示しているものと考えられる。これら表面堆積層・落盤堆積層の厚さは、最

大で105cm程度である。

底面砂層　洞窟床面直上に堆積しているのが底面砂層である。基本はにぷい黄褐色の砂層だが、砂礫の

大きさや混入物で分層できる。本遺跡で出土した貝殻の多くは底面砂層に含まれており、炭化物が混入し

た層もある。底面砂層の最下層には混入物のない純砂層が堆積している。検出した純砂層上面の最高レベ

ルは3．8m、最低レベルは3．25mである。これら底面砂層の各層はやや洞口開口部方向に傾斜しているもの

のほぼ平行に堆積しているが、縄文海進で洞窟が形成されてから海過により姿を現した頃、また洞窟内が

利用されている間も含めて非常に長い年月のうちに波や風の影響で自然堆積したものであろう。なお上面

が落盤堆積層に覆われていない洞窟奥部では、砂層表面から獣骨・鳥骨等が出土しているが、これらは近

年洞窟内に入り込んで死んだ小動物の骨も混ざっているものと考えられる。T3では底面砂層がえぐられ
°　　　°　　　°

ており、そこに表面堆積層・落盤堆積層が堆積している。この底面砂層のえぐれが底面の主要部が掘り取

られた状況を示すものと考えられる。

洞窟床面　底面砂層の下には本来の洞窟床面が存在し、Tl・T5で検出している。洞窟床面は、周

辺の岩盤と同じく灰色～灰白色を呈するシルト質の泥岩である。その泥岩の上には、洞窟奥側にかけて

砂礫が石灰分によって固着した砂岩層が観察できる。これは北壁の砂岩テラスから連続しているもので、

同様の成因によるものと考えられる。固着砂岩層には小は3cmから大きいもので60cmの大小の礫や貝殻

が混じり非常に硬い。洞窟底面は、洞窟の北奥側については現底面とほぼ合致し、固着砂岩層の表面に
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第4図　大境工ン二ヤマ下洞窟遺跡測量図（本調査前）（S＝1！80）
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砂層（底面砂層の一部）が堆積しているのみである。Tlで観察できる洞窟床面の断面では段差が生じ

ている様子が観察できる。この段差は洞窟底面が掘り取られた際の痕跡である可能性があろう。なお洞

窟床面を検出した最低レベルは3．1mである○現在の洞窟前の平坦地のレベルは約2・6mであるため、開

口部側ではその程度のレベルないしさらに低く下がっているものと考えられる。

（3）砂岩テラス

洞窟北壁にテラス状に張り付いた砂礫層である。この砂礫層は縄文海進時に海食洞が穿たれてから、

海水面が低下するまでの間に堆積したものとされ、同様なものは大境洞窟をはじめ、小杉から泊海岸の

国道脇にも認められる。いずれも洞窟・断崖壁面から染み出た石灰分により固結している（氷見市1999）。

大境エンニヤマ下洞窟遺跡の砂岩テラスは、洞窟の北側から西側にかけての壁面、標高5・25～5・55m

にほぼ水平に固着している。洞窟北壁には天井部付近から壁上部にかけて鍾乳石が生成されているが、

大部分は鍾乳石が膜状に洞窟壁面を覆い、一部はつらら状に垂れ下がっている。この鍾乳石は洞窟開口

後、現在まで成長を続けていたものだろう○砂岩テラスは、この鍾乳石に覆われた洞窟壁に固着し、テ

ラス状に張り出している。鍾乳石で固化した砂礫層が主体となり、鍾乳石やシルト質土などが層を成す。

これらの層は水平に堆積しているように見えるが、実際は洞窟壁表面を覆う複数の層が小口部分である

テラスで水平の層状を呈する、という状態である。断面図を第7図に示した。なお図中1・2層につい

ては洞窟壁から天井屈曲部までの見通し図である。1層がつらら状の鍾乳石が形成されている部分、2

層が膜状に壁面が硬化した部分を示す。次に各層について述べる0

3層　3層が砂岩テラスの主体となる鍾乳石で固化した砂礫層である。砂岩テラスの上層を形成する。

この層の厚みは30cm程度あり、縄文土器・弥生土器・サザエを中心とする貝類・人骨・イノシシ骨など

の獣骨・炭化物などの遺物が含まれる。一部にサザエ・骨類・炭化物が特に密集する地点も見られる。

基本的にかなり硬質の砂岩状を呈するが、隙間にシルト質の土が入り込んでいる。3層の上面（＝砂岩

テラスの上面）にはシルト質の表土が薄く堆積し、落盤礫の堆積も見られた。その堆積中には砂岩テラ

スから遊離した遺物も混ざっており、鍾乳石により固結した骨・貝類（土塊状試料）も散布している。

この層から出土した人骨には成人男性、成人女性、幼児～小児のものがある（第4章参照）。

4～6層　4層から6層は硬い鍾乳石層、シルト質土層、固化した砂礫層の重なりで、6層には落盤礫

（7層）も混ざる。これらは砂岩テラスの主体をなす3層と洞窟壁の間に薄く入り込んだ層で、実際はシル

ト質泥岩の壁面を覆っており、4層と2層は同一の層である（図版6－5・6）。重なりの順番は、外側

から4・5・6層となる。5層からは、縄文時代中期前葉の可能性のある土器片1点と炭化物が出土して

いる。この5層から採集した炭化物の放射性炭素年代測定を実施したところ、7，310年前という数値が得ら

れた（第4章参照。第3表、資料No3）。この数値は縄文時代早期にあたるため、共伴した中期前葉の土

器片とは年代にずれを生じる。また約8，000年前から始まったという縄文海進のさなかという年代になる。

大境洞窟をはじめとした灘浦地区の海食洞は、約6，000～5，000年前の縄文海進のピーク時に形成されたと

考えられており、その年代を遡る数値である○この炭化物の年代は、縄文海進から海過に向かう間のこと

だと考えられている砂岩テラスの堆積年代を特定する試料とはなり得ない。むしろ土器の年代から、5層

の堆積は約5，000年前から始まる縄文時代中期であり、すでに海過が始まっていた頃、ということになろう。

8層　8層は円礫・角礫・貝類などが混じったにぷい黄橙色の砂礫層だが、表面に薄く堆積しているだ

けである。8層の奥には円礫が取り込まれた硬い砂岩層が洞窟本来の壁面を覆っており、その上には6層

－17－



Tl　北西壁（南東から）

T4　北東壁（南西から）

T5　北東壁（南西から）

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m

l一　一　一　一　一　　　：　　　　　　　！

第6図　トレンチ土層断面図（S＝1／40）　Sは石、落盤礫を示す。
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Tl　北西壁（南東から）

表面堆積層1HuelOYR5／3にぷい黄褐色砂質土　落盤の破片、1～10cmの円礫、角礫、ビニール混じる。
ク　　　2　HuelOYR6／4にぷい黄褐色砂質土
ク　　　3　Hue2．5Y6／4にぷい黄色シルト　固くしまる。

ク　　　4　HuelOYR2／2黒褐色炭化木片

ク　　　5　HuelOYR4／3にぷい黄褐色砂質土　上下に腐食木片層堆積する。

ク　　　6　HuelOYR4／2灰黄褐色砂質土　腐食木片主体の層

落盤堆積層　7　HuelOYR5／3にぷい黄褐色砂質土10～20cmの落盤礫多量に混じる。
ク　　　8　Hue2．5Y5／2暗灰黄色シルト質の落盤礫堆積層

ク　　　9　Hue2．5Y5／3黄褐色砂質土10～20cmの落盤礫多量に混じる。

底面砂層　10　Hue2．5Y6／3にぷい黄色砂
ク　　11HuelOYR7／3にぷい黄橙色砂　Hue2．5Y4／3オリーブ褐色砂マーブル状に混じる。
ク　　　12　HuelOYR7／3にぷい黄橙色砂

固着砂岩層13　Hue2．5Y6／3にぷい黄色　3cm前後の砂礫が固着した層
洞窟床面　14　Hue2．5Y8／2灰白色　シルト質の泥岩

ク　　　15　Hue5Y4／1灰色　シルト質の泥岩

T3　北壁（南から）

落盤堆積層1HuelOYR5／4にぷい黄褐色砂質土1～50cmの落盤礫混じる。

表面堆積層　2　HuelOYR2／2黒褐色土　炭化物が主体
ク　　　3　HuelOYR6／3にぷい黄褐色シルト質土
ク　　　4　HuelOYR4／4褐色土　腐食木片主体の層

ク　　　5　HuelOYR4／3にぷい黄褐色砂質土

落盤堆積層　6　HuelOYR6／3にぷい黄褐色砂質土　大小の礫混じるぼそぼその層

底面砂層　　7　HuelOYR7／3にぷい黄褐色砂
ク　　　8　HuelOYR7／3にぷい黄褐色砂　0．5～2cm大の砂礫がびっしり入る。

ク　　　9　HuelOYR5／3にぷい黄褐色砂　炭化物混　上下にHuelOYR5／6黄褐色砂薄く入る。
ク　　　10　HuelOYR7／3にぷい黄褐色砂　中ほどに8層と同じ砂礫層が水平に入る。

ク　　　11HuelOYR7／3にぷい黄褐色砂　0．1～1cm大の砂礫がびっしり入る。
ク　　12　HuelOYR7／3にぷい黄褐色砂　底面砂層の最下層（純砂層）

T4　北東壁（南西から）

表面堆積層1HuelOYR6／3にぷい黄褐色砂質土　下層に腐食木片層
ク　　　2　HuelOYR6／4にぷい黄褐色砂質土　礫が混じりぼそぼそ

ク　　　3　腐食木片層
ク　　　4　HuelOYR6／3にぷい黄褐色シルト質土　層状に5層入る。

ク　　　5　HuelOYR8／2灰白色シルト

ク　　　6　HuelOYR6／4にぷい黄褐色砂質土　固くしまる。
ク　　　7　HuelOYR7／2にぷい黄褐色砂質土　ややぼそぼそ

ク　　　8　HuelOYR5／3にぷい黄褐色砂質土　しまりなくぼそぼそ

ク　　　9　HuelOYR8／2灰白色シルト
ク　　10　HuelOYR6／2灰黄褐色砂質土　しまりなし

ク　　　11腐食木片層

ク　　12　HuelOYR5／3にぷい黄褐色砂質土　木片混じる。

ク　　13　腐食木片層
ク　　14　HuelOYR6／3にぷい黄褐色砂質土　しまりなし　5cm程度の礫混じる。

ク　　15　HuelOYR6／3にぷい黄褐色砂質土　しまりなし
ク　　16　HuelOYR5／4にぷい黄褐色砂質土　固くしまる。

落盤堆積層17　HuelOYR6／2灰黄褐色砂質土10～30cmの落盤礫混じる。
ク　　18　HuelOYR6／1褐灰色泥岩　大きな落盤　下層は未調査

T5　北東壁（南西から）
表面堆積層1Hue7．5YR3／2黒褐色砂質土　腐食木片主体の層

落盤堆積層　2　Hue2．5Y7／2灰黄色シルト質の破砕した落盤礫堆積層

表面堆積層　3　HuelOYR5／4にぷい黄褐色砂
ク　　　4　HuelOYR7／3にぷい黄褐色砂
ク　　　5　HuelOYR4／2灰黄褐色砂質土　腐食木片主体の層

底面砂層　　6　HuelOYR7／3にぷい黄褐色砂　0．5～2cm大の砂礫がびっしり入る。
ク　　　　7　HuelOYR7／3にぷい黄褐色砂
ク　　　　8　HuelOYR7／3にぷい黄褐色砂　2cm大の円礫がびっしり入る

ク　　　　9　HuelOYR7／3にぷい黄褐色砂　0．1～1cm大の砂礫がびっしり入る。

ク　　　10　HuelOYR6／4にぷい黄褐色砂　0．1～1cm大の砂礫がびっしり入る。
ク　　　11HuelOYR7／3にぷい黄褐色砂　0．1～1cm大の砂礫がびっしり入る。

ク　　　12　HuelOYR5／4にぷい黄褐色砂

ク　　　13　HuelOYR5／3にぷい黄褐色砂
ク　　　14　HuelOYR6／3にぷい黄褐色砂

ク　　　15　HuelOYR7／3にぷい黄褐色砂　底面砂層の最下層（純砂層）

砂岩テラス16　壁面から続く、灰色で5cm大の円礫を取り込んだ砂岩層

固着砂岩層17　HuelOYR4／2灰黄褐色砂岩層　砂が石灰分によって固着したもの

洞窟床面　18　上層：HuelOYR8／1灰白色、下層：10YR5／1褐灰色　シルト質の泥岩

T6　両東壁（北西から）

表面堆積層　1Hue2．5Y7／1灰白色シルト　固くしまる
ク　　　2　Hue2．5Y5／2暗灰黄色シルト　やや濃色のシルトがマーブル上に混じる。固くしまる。
ク　　　3　Hue2．5Y7／2灰黄色シルト　固くしまる

ク　　　4　Hue2．5Y4／2暗灰黄色シルト　固くしまる

ク　　　5　Hue2．5Y6／3にぷい黄色シルト　ぼそぼそで木材混じる。
ク　　　6　Hue2．5Y5／2暗灰黄色砂質土　固くしまる。

落盤堆積層　7　HuelOYR5／4にぷい黄褐色砂1～20cm大の落盤礫多く混じる。
表面堆積層　8　Hue7．5YR3／2黒褐色砂質土　腐食木片主体の層

落盤堆積層　9　HuelOYR5／3にぷい黄褐色砂質土1～20cm大の落盤礫多く混じる。
ク　　10　HuelOYR4／4褐色砂質土　粗くぼそぼそ。5cm大の落盤礫混じる。

ク　　11Hue2．5Y5／3黄褐色砂質土1～70cm程度の落盤礫がびっしり詰まる。しまりはなくぼそぼそ

石組炉床面12　炭化物集中層　石組炉の床面と同一の層。火を焚いた痕跡か。

落盤堆積層13　HuelOYR6／4にぷい黄橙色砂　20cm大の落盤礫多く混じる。
底面砂層　14　Hue2．5Y5／3黄褐色砂　底面砂層の最下層（純砂層）
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砂岩テラス　北壁（南から）

鍾乳石化した壁1　洞窟天井部一北壁から垂れ下がった鍾乳石。灰白色を呈し表面は黒く煤ける
ク　　　　2　天井部より垂れ下がった鍾乳石が膜状に固化。灰白色を呈す。

砂岩テラス　　3　HuelOYR6／1褐灰色　鍾乳石で固化した砂層。貝・骨類・炭化物が混じる。
ク　　　　4　Hue2．5Y8／2灰白色　一見、石灰石質の固い岩盤層。表面に鍾乳石固着。3層奥にものぞく。

ク　　　　　5　HuelOYR7／2にぷい黄橙色シルト質土　炭化物混じる。4層の下に入り込む。
〃　　　　6　HuelOYR5／2灰黄褐色砂　5層の下にあるかなり硬く固化した砂層。混入物無し。

ク　　　　7　Hue2．5Y6／3にぷい黄色シルト砂岩　落盤した礫か。

ク　　　　8　HuelOYR6／4にぷい黄橙色砂　3cm大の円礫・5～10cm大の角礫・月など全体に混じる。この砂層は表面に張り付くのみで
奥には3cm大の円礫が固着した岩盤が見える。岩盤表面には6層が薄くかぶさる。この岩盤は洞窟壁面か。

ク

　

ク

　

ク

　

ク

　

ク

　

ク

9　HuelOYR8／1灰白色　砂岩テラス下層を構成する砂岩層。3cm大の円礫混じる。層状に砂も交互に入る。瓢箪石風の質感
10　HuelOYR6／4にぷい黄橙色砂　混入物無し。

11上層に2～5mmの小礫、下層に1～2cmの円礫が大量に混入し、隙間にHuelOYR6／4にぷい黄橙色砂が入る。

12　HuelOYR6／4にぷい黄橙色砂　礫少量混じる。
13　2～5mm大の小礫がびっしり詰まった層。隙間にHuelOYR6／4にぷい黄橙色砂入る。2～5mm大の炭化物混じる。

14　石英のような透明感のある2～3mm大の小礫が詰まった層。隙間にHuelOYR5／6黄褐色砂（赤み強い）入る。

第7図　砂岩テラス土層断面図（S＝1／20）　Sは石、炭は炭化物を示す。

のかなり硬く固化した砂礫層もかぶさる。この砂岩層は洞窟床面のシルト質泥岩の上に張り付いていた固

着砂岩層と一連のものである。8層からは縄文中期の土器が1点出土しているが、8層の砂礫層自体は砂岩

テラス形成後の付着である可能性が高いため、砂岩テラス自体が形成された年代を示すものではなかろう。

9層　9層は砂岩の層であるが、小塊状・棒状を呈した砂岩が集合して層を形成しており、その隙間

に砂粒も混じる。一見、氷見市飯久保で産出する国指定天然記念物「飯久保の瓢箪石」に似る。砂岩テ

ラス下部の主体となる層である。

10～14層　砂岩テラスの下側に堆積している大小の砂粒からなる砂層である。各層とも鍾乳石の影響

を受けず、固化していない。炭化物は確認できるが、遺物の出土はない。これらの砂層は、現状では砂

岩テラスの下層を形成しているが、砂岩テラスが固化した後に、その下の隙間に自然堆積したものであ

る可能性も残る。

なお第4章で報告する自然科学分析では砂岩テラスでの出土層位を3層に分類した。これは、砂岩テ

ラスの上面の堆積を第1層、砂岩テラス上部の固結した砂礫層（3層）を第2層、シルト質土層と硬化

した砂礫層が重なった中央部（4～9層）を第3層としたものである。10～14層は本来第4層とすべき

ものだが、遺物の出土がないため除外している。

さて砂岩テラスは、石灰分で固結した層を中心に、その下側に堆積した砂層、洞窟壁を薄く覆う層など

からなるが、層位学的に新旧を判断することはできないと考えられる。特に10～14層の砂層は砂岩テラス

ー20－



が形成された後に堆積した可能性があり、8層は固着砂岩層の表面に張り付いただけのものであるため、

下層がより古い層とはいえない。ここで限られた情報から砂岩テラスの堆積状況について復元してみる。

洞窟自体はシルト質泥岩で、床面を中心に石灰分で固着した砂岩層が表面を覆う。固着砂岩層は、洞

窟北壁においても下部（8層奥）で確認することができる。この固着砂岩層が約6，000年前の洞窟開口

後、最初に形成された。その次には9層となる砂礫層が堆積し、洞窟からの石灰分で固化した。これら

の層が形成される頃には海進のピークを過ぎ、洞窟は海上に姿を現していたものと思われる。また洞窟

内に堆積した砂の大部分は固化せず底面の砂層を形成していった。9層の後には4～6層が形成された。

その合間には小規模な落盤も起こった（7層）。5層では縄文時代中期前葉の土器が出土しており、約

5，000年前以降の堆積と考えられる04層はかなり硬く固化した鍾乳石で、天井部から垂れ下がる鍾乳

石（1層）から連続して北壁上半を覆っている○その形成にはある程度の期間を要したものであろう。

続く砂岩テラス上層の主体となる3層は、4層の上に堆積した砂礫層が固結したものである。縄文時代

中期および弥生時代中期と推測される土器が混在しており、獣骨や貝類、人骨が多く含まれるのもこの

層である。ある程度の年月を経ており、また撹乱を受けている可能性があるものの、最終的な年代には

弥生時代中期が当てられよう。その後は落盤や鍾乳石の影響を受けつつ現代に至ったものとみられる。

（4）近世末期～近現代遺構

石碑（第4図・図版7－1・2）石碑が維新前に出土した人骨を埋葬した際の墓碑であるという話

から、石碑が原位置を保っているとすれば石碑の下部に人骨が再葬されている可能性が想定されたため、

石碑を移設して設置地点の精査を行った。だがその地点周辺では、表層に薄く堆積した砂の直下に硬い

砂岩層があり（T1－13層）、人骨が再葬された痕跡はなかった。

おそらく大量に出土したという人骨は無縁仏などとして墓地に埋葬され、出土地点には「供養塔」と

して石碑が置かれたのではないだろうか。今回の調査で若干の人骨が出土しているが、実際に洞窟内に

残されていた人骨の大部分は維新前の時点で墓地に再葬されてしまったと考えられる。石碑については

第3節にて詳述した。

石組炉（第5図・図版6－7・8）調査前の洞窟は潰れた小屋の残骸にごみが投棄された状態で、

調査区に置かれていた鉄釜も同様に投棄されたものだと考えていたが、本調査の際、鉄釜をどけると下

から石組の炉が確認された。石組炉は、直径約90cmの円形で、外周に8個の石を並べ、その内側に一段

低く4個程度の石を敷き詰めたものである。用いられた石の大きさは長径20～40cm程度である。洞窟北

壁の砂岩テラスに接する場所に作られており、ちょうどかぶせるように鉄釜が伏せてあった。

石組炉周辺には炭化物が集中していたが、これは燃料として使われたものだろう。この炭化物の放射性炭

素年代測定を実施したところ、38，440年前というきわめて古い数値が得られた（第4章参照。第3表、資料

N。5）。この数値については、試料とした炭化物は燃料に用いられたコークスなどであり、それに影響され

た数値が出てしまったためと考えている。石組炉の規模と上にあった鉄釜の大きさから、おそらくこの鉄釜

を石組炉に据え付けて煮炊きをしていたと推測される○その目的は、第2章第3節で触れた〆粕の製造であ

ろう。大正7年作成の測量図（第3図）では洞窟前面に釜が並べられており、検出した石組炉とは位置が異

なっている。これは、大正7年以降に洞窟内の開削されていた底面が落盤で埋まり、その上に新たに石組炉

が設置されたためと考えられる。なおT6の断面を観察すると石組炉床面の層（12層）の上下に落盤堆積層

が観察できる。落盤の上に石組炉が設置された後、さらに天井部崩落の被害を受けたということであろう。
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第3節　出土遺物

大境エンニヤマ下洞窟遺跡からは、試掘調査・本調査合わせて9点の土器が出土している。また、近

世末期から近～現代の遺物として調査区に置かれた石碑と鉄釜を確認している。本節ではそれら人為的

な遺物について報告する。なお大量に出土した骨類・貝類など自然遺物については第4章で報告する。

（1）土器（第8図）

本遺跡で出土した土器には、縄文時代から弥生時代にかけてのものがあるが、9点中8点が砂岩テラ

スからの出土である。縄文土器と弥生土器が混在している状態が見受けられ、ある程度撹乱を受けてい

るものと考えられる。いずれも洞窟壁からの石灰分の影響を受けたためか、非常に硬質となり、一部に

は鍾乳石が固着している。なお4が試掘調査で出土した以外は本調査での出土である。第8図に1～8

の8点を図示し、細片のため実測できなかった9を図版7に写真で提示した。

1～4は縄文土器である。1は砂岩テラス中層のシルト質土層（5層）より出土した。口綾部の破片

で、口線外端部に半裁竹管状具による爪形文と半隆起線を巡らせる。その下には方形区画を施文するよ

うだが、摩滅のため判別できない。2～4は粗製土器である。2は砂岩テラス下層の砂礫層（8層）か

ら出土した。口線内端に面を取り、口径は20．8cmを測る。外面は斜縄文、内面は横位のナデを施す。

3は砂岩テラス上面、落盤した礫の下にあったものである。外面に斜縄文を施す。ニホンジカ・トラフ

グの骨と共伴する。4は砂岩テラスの上面に鍾乳石で固着した状態で出土した。外面に斜縄文を施し、

内面上半には煤が付着する体部破片である。これら4点は、おおむね縄文中期に属するものと考えられ、

特に1は中期前葉の新崎式の可能性がある（小島俊彰氏のご教授による）。

5～7は、弥生土器の範噂に入るものだろう。大境洞窟遺跡の第5層から出土している縄文時代晩期

末から弥生時代中期初めの土器群と同時期のものと考えられる。5は外面に条痕文が施されており、内

面は煤が付着する。条痕文系の土器であろう。6・7はともに体部破片で、内外面とも無文である。5

と7は砂岩テラス上層の鍾乳石により固化した砂礫層から、6は砂岩テラス上面（3のすぐ近く）から

出土した。7はイノシシの骨などと共伴している。

8は、弥生土器の壷体部破片である。洞窟東壁の落盤に生じたくぼみの中に、人骨・イノシシの骨な

どと共に堆積していた。内面はパケメ、外面はパケメとミガキを施すようであるが一部に鍾乳石が固着

し判別しにくい。

図版7－4（9）は土器細片である。断面を見ると5～7と同じような雰囲気を持つが、内外面とも

鍾乳石に包まれているため詳細は不明である。砂岩テラスの上層、北東奥側からの出土である。

（2）月製晶（図版8－2）

第4章で報告する自然科学分析の結果、図版8－2（3）はアワビ類を加工したへラ状の道具である

可能性が指摘されている。砂岩テラスの上層より出土しており、残存長7．6cm、残存幅4．0cmを測る。端

部に加工痕が認められる。二枚貝を利用したへラ状月製品が大境洞窟遺跡の第5層から出土しているが、

これも同様のものと考えられる。

（3）その他の遺物

石碑（第8図－10・図版7－1・2）　洞窟北壁の砂岩テラスに斜めに立てかけられていたもので、
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洞窟から人骨が出土した近世末期ないし明治時代に供養塔として作られたものである。最大長123・8cm、

最大幅37cm、厚さ26．5cmを測る。前面は平面を作り出し、「南無阿弥陀悌」と陰刻されている。全体の形

状はいびつで整っていないが、頂都の正面形はやや尖り気味に、下部は平坦に、断面は長方形になってお

り、若干の加工を施した可能性がある○材質は微粒砂岩、いわゆる「やぶた石」である。中世の石造物に

多く使われたもので、それに倣ったものとも考えられるが、洞窟自体が「やぶた石」を産出する薮田層に

穿たれたものであるため、おそらく洞窟近辺にあった落盤した岩盤を整形して活用したものだろう。

鉄釜（図版6－7）洞窟北壁寄りの底面に伏せられていた0口径106cm、器高47cmを測る0底部が

破損しており、破片が周辺に散らばっていた〇第2節でも触れたとおり、〆粕の製造に用いられたもの

であろう。石組炉に置いて使用していたと考えられる。

d・・戯鉱・・H
d・．．tnt一　　一　　一

＼遥戸
第8図　遺物実測図（S＝1／3、10のみS＝1／12）
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第4章　自然科学分析の成果

大境エンニヤマ下洞窟遺跡では、試掘調査・本調査で多数の貝殻・骨類が出土している。その量は、

貝類が833点、骨類が351点、その他生物遺骸が4点を数える。また表面堆積層・落盤層・砂岩テラスか

らは若干ではあるが炭化物を採集している。今回、これら自然遺物の自然化学分析を実施した。内容は、

貝類・骨類の同定及び炭化物の放射性炭素年代測定（β線係数法）で、分析はパリノ・サーヴェイ株式

会社に委託した。

貝類については試料点数が多かったため、あらかじめ試料の分類を行った。その際、量が多く、種の

判別が可能であったサザエ213点・マイマイ（カタツムリ）62点は試料から除外した。同一種としてグ

ルーピングが可能だったものについては、そのうち残存状況の良いもの数点を試料として抽出した。種

別を判断できなかったものについては、原則すべてを試料として抽出した。また同定に適さない細片

103点は同定試料から除外した。抽出作業の結果、最終的な試料数は79試料・104点となった。

骨類については出土した351点すべてを同定試料として抽出した。この中には、複数試料が鍾乳石で固

着して土塊状となったもの、接合して同一固体となったものも含むため、最終的な試料数は326点である○

炭化物については、放射性炭素年代測定に必要な分量を満たすもので、出土地点の年代を判定するた

めに適していると判断したものを試料として抽出した。

以下に自然化学分析の結果を収録する。文章はパリノ・サーヴェイ株式会社の報告を基に、収録にあ

たっての記述の統一、編集作業を廣瀬が行った。なお同定結果をうけた未抽出分も含む貝類の一覧を第

7表に、多量の出土が見られた主な貝類の出土地点別の集計を第8表に示した。これらの表の作成は廣

瀬が行った。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（廣瀬）

大境エンニヤマ下洞窟遺跡の自然科学分析

パリノ・サーヴェイ株式会社

（1）試料

放射性炭素年代測定を行う試料は、取り上げNo．13・16・48・55・66の5試料である。試料の詳細に

ついては、結果とともに表示する。

骨貝類同定は、洞窟内から出土した骨貝類65試料である。これらは、貝類、骨類などに大分類がなさ

れて、枝番号が付される場合もあり、貝類同定試料が79試料、骨類同定試料が326試料である。これら

の中には、1試料中に複数点貝類が入っているもの、鍾乳石で固着して土塊状となっているものがみら

れる。骨貝類同定試料の詳細については、第2表に示す。

（2）分析方法

1．放射性炭素年代測定

試料表面の汚れをピンセット、超音波洗浄などにより物理的に除去する。塩酸や水酸化ナトリウムな

どを用いて、試料内部の汚染物質を化学的に除去する。試料中に含まれる炭素を酸化させて二酸化炭素

とし、さらに精製ラインを用いて、二酸化炭素からアセチレンを合成する。、β線計数装置の気体比例計

数管で、14Cの崩壊数を計測する。

測定が終了したアセチレンガスから再び二酸化炭素を作製し、安定同位体比測定用質量分析装置で試
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料中の813Cを測定する。なお、炭素の半減期はLIBBYの半減期5，568年を使用する。また、測定年代は

1，950年を基点とした年代（BP）であり、誤差は標準偏差（OneSigma；68％）に相当する年代である。

2．骨貝類同定

一部の試料については、一般工作用接着剤を用いて接合を行う。また、付着物を可能な限り除去した

後、試料を肉眼およびルーペで観察し、その形態的特徴から、種と部位の同定を行う。計測は、デジタ

ルノギスを用いて測定する。同定および解析には金子浩昌先生の協力を得た。なお、貝類の生態等につ

いては『日本近海産貝類図鑑』（奥谷編2000）を参考とする。また、人骨各部位の名称を第9図に、獣

類骨格の各部位名称についてイノシシを例として第10図に示す○

第 2 表　 骨 貝 類 同 定 試 料 一 覧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ゝ、，

N o． 出土 地 点 出土 地 点 2 層　 位 年 月日 取 上 N o．、 聾 類 備 考

土 塊 状 有

出 土 地 男 類

むしり‾‾4 砂 岩 テラス 中 央 下 層 20 0 604 2 7 4 0 巻 貝 ・＿ 枚 貝

′邑

砂 石 アフス3

む　　 層洞 窟 底 面

洞 窟 底 面

洞 窟 底 面

砂 岩 テラス

北 東 側 最 奥 部

東 壁 落 盤 （中央 ）

東 壁 落 盤 （北 側 ）

中央

l－⊥J　　　　 ／、 －　 ／、’日 γ　日　　　日
5 皿　　 グ田

落 盤 下砂 層
2 00 60 42 8 52 －2 二 枚 貝 ・骨 土 塊 状 有 底 面 砂 層

6 二江口」　　y E∃
落 盤 下砂 層 （表 面 ） 2 00 60 42 8 4 5 骨 底 面 砂 層 上 層

7

8

γ 日
下 層

2 00 60 42 7 4 1 三 枚 貝

土 塊状 有

砂 岩 テラス3

むトU ‾‾
9 砂 岩 テラス 石 碑 付 近 中層 2 00 60 42 8 4 6 華 貝 ’骨 品 砂 石 アフス3

底 面 砂 層洞 窟 底 面

砂 岩 テラス

東 壁 落盤 （中央 ）

石 碑 付 近

辛　　　 ′’ －．　ノ、‘日
10

11

！ア　日
中層 （砂 岩 層 ）

2 00 60 50 9 64 巻 貝 ・二 枚 貝 ・骨

土 塊 状 有

土 塊 状 有

砂 岩 テラス3

む■刃‾‾
12 砂 岩 テラス 中央 上層 2 00 60 42 6 23 ＿ 枚 貝 ・骨

′邑

砂 石 アフス2

底 面 砂 層洞 窟 底 面

T 3

東 壁 落 盤 （北 ・中）前 面

東 側

辛　　　 ′’ －　 ／、’日
13

14

ly　Fヨ
第4層　 腐 植 土 層

2 00 60 4 25 12 二 枚 貝 ・骨

、　　　　　　　　　　 ノ邑 土 塊 状 有

表 面 堆 積 層

も層
こ一 辛　　　 ‾′、 ／、’－　 ／、’日 冨

15

16

洞　 氏

砂 岩 テ ラス

三士ヒア　二虹し

西 側

ly　日

落 盤 石 直 下
2 0 06 04 26 2 1 巻 貝

ノ旦

縄 文 土 器 ・

弥 生 土 器 共 伴
砂 岩 テラス1

む層　 層
17 洞 窟 底 面 北 東 側 最 奥 部 岩 盤 上 砂 層 2 0 06 05 08 58 南 ＿枚 貝 ・日

′邑

底 面 砂 日下 田

か層洞 窟 底 面

洞 窟 底 面

東 壁 落 盤

東 壁 最 南 部

東 壁 落 盤 （南 側 ）

南 側

辛　　　　　 ～ ′’ ／、’－　 ハ ’日 ！y l∃
18 田　 ly 日

落 盤 下 砂 層
20 06 05 10 6 8 二枚 貝 ・骨 底 面 砂 層

19

20

ly　F∃
落 盤 中に混 入 20 06 04 2 5 13 骨 弥 生 土 器 共伴 落 盤 （古 ）

む層　 層
LLlJ　　　 J、 ●●●●　●● 一一一．・．・．・▲　　　　　／　、 グ日　　 日

2 1

22

T 5

排 土

′ヽ 二□工L　 lプ　ロ 20 06 04 24 2 骨

ヽ

排 土

むl刃 ‾‾
25 砂 岩 テラス 中 央 中層 （砂 岩 層 ） 20 06 0 50 9 6 5 巻 貝

一、′　　一　　　　　 ′邑

砂 石 アフス3

むし。‾‾26 砂 岩 テラス 西 側 上 層 20 06 04 2 6 2 5 ウ＿ 類 ・＿枚 月 ・目 土 塊 状 有 砂 石 アフス2

可、P J‾‾27 砂 岩 テラス 鉄 釜 付 近 上 面 20 06 04 24 8 骨 砂 石 アフス1

む層　 層洞 窟 底 面

洞 窟 底 面

T 6

東 壁 落 盤 （中央 ）奥 側

東 壁 落 盤 （中央 ）

LU ・　　 ／、 ●●●●　●● 骨 グ 日　　　日
29 石 二皿J L鳩の胃

落 盤 下 砂 層
2 00 60 42 8 52 骨 底 面 砂 層

30

32

ア　皿　 ly 日
第 1 1層

2 00 60 5 10 二 枚 貝 ・骨 落 盤 堆 積 層

壬　 生層
34 T 5 T l以 北 第 3層　 岩 盤 上 砂 層 2 00 60 50 9 骨 表 面 佳積 日

も層　 層3 5 洞 窟 底 面 石 碑 下 岩 盤 上砂 層 2 00 60 42 7 骨

ヽ

底 面 砂 日下 田

底 面 砂 層 中層

表 面 堆 積 層

表 面 堆 積 層

む層 上 層

3 7 T 3 第8層 2 00 60 42 8 巻 貝 ・＿ 枚 月

3 8 鉄 釜 の 下 表 土 2 00 60 42 4 1 三 枚 月

3 9 砂 岩 テラス下 下層 2 00 60 42 4 7 ＿ 枚 月

4 2 T 3 東 端 上層 砂 中 2 00 60 42 5 1 1 骨

ヽ
底 面 砂 日　 日

む層　 層洞 窟 底 面

洞 窟 東 壁

石 碑 下

南 側 のくぼみ

lJJ　　　　 J、 ノ′ヽ Lプ　F∃　　　日
4 3

4 6

皿　　 Lグ　田 2 00 60 42 5 1 0－2 骨

土 塊 状 有

縄 文 土 器 共 伴

洞 窟 表 層

む層　 層
5 0 T 3 西 側 第 11層　 礫 層 2 00 6 04 25 14 骨 底 面 砂 日下 田

尋、一一‾‾5 1 砂 岩 テラス 西 側 落 盤 石 直 下 2 00 6 04 26 1 8 骨

ヽ

砂 石 ア フス1

む層　 層5 2 洞 窟 底 面 北 東側 最 奥 部 岩 盤 上 砂 層 2 0 06 05 08 58 北 誉 月　　 晶
土 塊 状 有 底 面 砂 田下 目

可、層　 層洞 窟 底 面

洞 窟 底 面

洞 窟 東 壁

東 壁 落 盤 （中 央 ）奥 側

東 壁 落 盤 （北 側 ）

南 側 の くぼみ

lJJ　　　　 ／、 ●●●●　●● ／、’－　 ／、’目 y F∃　　　日
5 6 皿　 ly 日

落 盤 下 砂 層
2 0 06 05 08 5 7 巻 貝 ・二 枚 貝 ・骨 底 面 砂 層

5 7

5 8

皿　　 Lプ　日 2 0 06 04 24 10 骨

′邑

洞 窟 表層

底 面 砂 層 上 層
5 9 泄　　 氏 辟 手　　 ・　 前 妙層 2 0 06 04 24 9 ＿　 貝 ・日

6 1 T 3 三士ヒ
東 側 拡 張 区 第 7層 20 06 05 08 5 5 巻 貝 ・二 枚 貝 底 面 砂 層 上 層

底 面 砂 層 下 層

も層6 2 T 3 中央 第 1 1層　 礫 層 20 06 04 26 15 三枚 生　 息
土 塊 状 有洞 窟 底 面

T 3

東 壁 落 盤 （北 ・中 ）前 面

東 側 拡 張 区

／ヽ ／、’－　 ／、’目 Iy 日
6 3

6 4

グ ロ
第 8・10層

20 06 0 508 55－2 三 枚 貝

土 塊 状 有

底 面 砂 層 中 層

底 面 砂 層
洞 窟 底 面

砂 岩 テ ラス

東 壁 落 盤 （北 ・中 ）前 面

東 側

辛　　　 ′、 ＿　 ハ ・骨
6 5

6 8

二ロェL　　ly　日
上 層 鍾 乳 石 20 06 04 2 6 骨 砂 岩 テラス1

砂 叫 ‾‾ス ヽ
中央 （骨類 サ ザエ 密集 地点 ）

西 側

中 層 20 0 604 2 7 3 6 骨 砂 岩 テラス3
70

71

γ石 7‾フ
砂 岩 テラス

F∃
中層 20 0 604 2 8 4 6 －2 骨

月 化 石

土 塊 状 有

縄 文 土 器 共 伴

落 盤 に固 着

砂 岩 テラス3

鮮 新 世 後 期

わ。■‾‾
73 落 盤 サ ンプル 泥 岩 層 に混 入 20 0 60 42 8 51 ＝ 放 生

75 砂 岩 テラス 鉄 釜 付 近 下 層 20 0 60 42 4 4 巻 貝 ・＿枚 貝 砂 石 アフス3

むUU ‾‾76 砂 岩 テラス 中 央 中層 下 端 L＝4．6 54 20 0 60 42 7 33 巻 貝 砂 石 アフス3

落 盤 （古 ）

む。」‾‾

78 東 壁 落 盤 中 央 落 盤 表 面 鍾 乳 石 20 0 60 42 8 50 骨
砂 岩 テラス

砂 岩 テラス

日1 端 ＝ ニ 裏 γ石 アフス

80
東 頑り F∃

上 層 2 00 60 42 7 42 骨
土 塊 状 有

砂 岩 テラス2

むl刃‾‾
／、UJ 一一 剛 一一一一一一．．　　　一′ヽ γ石 アフ

81

82

γ石 7■フ

砂 岩 テラス

′ヽ

中央

F∃

上 層 2 00 60 42 6 24 巻 貝 ・二 枚 頁 ・骨
土 塊 状 有

弥 生 土 器 共 伴

　ヽヽ

砂 岩 テラス2

む。■‾‾
83 砂 岩 テラス 西 側 上 層 ～中 層 2 00 60 42 8 54 ＿ 枚 貝 ・骨 土 塊 状 有

土 塊 状 有

砂 石 ア フス2～3

両87 洞 窟 南 側 斜 面 表 採 2 00 50 82 4 骨 表 採

底 面 砂 層

む層

89 T 2 落 盤 下 砂 層 2 00 5 082 4 三 枚 貝

90 T 2 北 壁 近 く 砂 層 2 00 5 082 4 ＿ 枚 貝 底 面 砂 田

わーい ‾94 砂 岩 テラス 東 側 奥 上 面 2 00 5 082 5 骨 砂 石 アフス1

む叫 ‾‾95 砂 岩 テラス 上 面 堆 積 砂 層 2 0 05 08 25 骨 土 塊 状 有 砂 石 アフス1

むUJ ‾‾96 砂 岩 テラス 東 側 上 面 に固 着 2 0 05 08 25 骨

′邑

砂 石 アフス1

扇｝99 洞 窟 南 側 表 採 2 0 05 08 24 ＿枚 貝 ・日 表 採

む山 ‾‾む山 ‾‾ス 剛 ＝】 骨 γ石 アフス
y 石 アフ
地 点 不 明

ヽ 一　　　　　日 巻 貝 地 点 不 明

－25－



（3）結果

1．放射性炭素年代測定

同位体効果による補正を行った測定結果を第3表に示す。炭化物試料N0．3は、7，310±350BPを示す。

それ以外の試料は、35，000BPよりも古い年代値を示す。

第3表　放射性炭素年代測定結果

N o ． 遺構 ・層位 年月日
取 上

N o ．

補 正年代

B P

∂13 C

（％。）

測定 年代

B P

測定 機 関

番 号

C o de

N o．
備考

1 ・東壁 落 盤 （南側 ） 2006 0425 13 ＞ 4 2，34 0 －24．4 ＞ 42 ，340 IA A －1023 936 7－3
落盤 層の隙 間より出土

弥生 土器 と共伴

2 洞 窟底面 （東壁 最南部 ） 2 0060 426 16 ＞ 3 8，87 0 －23．4 ＞ 38 ，870 IA A －102 1 936 7－1
落盤 礫と底面 砂層 の 間

より出土

3 砂 岩テラス 第 5 層 2 0060 428 48 7 ，310 ±3 50 －2 6．0 7，3 30±35 0 IA A －1024 9367 －4
砂 岩 テラス中層 のシルト

質土層 より出土

4 T 3東 側 拡 張 区　 第 7層 2 0060 508 55 ＞ 42 ，45 0 －2 2．8 ＞ 42 ，4 50 IA A －1022 9367 －2 礫 ・月 と共伴

5 T 6 北東側炭化物集中地点 2 0060 509 66 ＞ 3 8，440 －2 3．8 ＞ 38 ，4 40 IA A －10 25 9 367 －5
石 組 炉付近 より出土

近 代 か

1）年代値の算出には、Libbyの半減期5568年を使用。

2）BP年代値は、1950年を基点として何年前であるかを示す。

3）付記した誤差は、測定誤差♂（測定値の68％が入る範囲）を年代値に換算した値。

2．骨貝類同定

検出された種類は、ウニ類1種類、腹足綱14種類、二枚貝綱23種類、軟骨魚綱1種類、硬骨魚綱7種

類、両生綱1種類、爬虫網1種類、鳥綱8種類、晴乳綱14種類である（第4表）。貝類の同定結果を第

5表、骨類の同定結果を第6表に示す。骨類試料の中に貝類が含まれていたが、番号の混乱を避けるた

め、骨類に含めて第6表に示す。また、土塊状の試料については、図版8－1に示す。以下、種類ごと

に結果を示す。

第9図　人体骨格各部の名称

頭蓋骨上面観

‾‾‾‾フ「

‾‾‾‾犬歯

ー‾‾‾‾頬骨

‾‾‾‾‾蝶形骨

一一一一・（外耳孔）

‾‾‾‾‾（乳様突起）

頭蓋底下面観

（）は骨の部分の名称

ー26－
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第10図　イノシシの骨格

（西本・松井編著1999：加藤・山内2003を参照）



第4表　検出分類群一覧

棟皮動物門　Phylum Echinodermata

ウニ綱　ClassEchinoidea
ウニ類　Ord．et．famindet．

軟体動物門　Phylum Mollusca

腹足綱　Class Gastropoda
前鯉亜綱　Subclass ProsobranChia

古腹足目　Order Vetigastropoda

ミミガイ科　Family Haliotidae
クロアワビ　月誠odg（NbldoとiS）血CuSdねcug

アワビ類　Haliotissp．indet・
ニシキウズガイ科　Family Trochidae

へソアキクボガイ　Cuomgわma餌rb血a細川

サザエ科　Family Tufbimidae
サザエ　mrb0（月ad〟ug）comu加

盤足目　Order Discopoda

オニノツノガイ科　Family Cerithiidae
カニモリガイ　Rわ血oclavis血di

カワニナ科　Family Pleuroceridae

カワニナ　ぷ血紺lco甲血　e乃30月i

ソデポラ科　Family Strombidae
シドロガイ　ぶ加bu∫（か孤的血dJ甲のicuぶ

ムカデガイ科　Fami1y Vermetidae

オオヘビガイ　Se甲U血・玩ぶ血bdca比は

タマガイ科　Family Naticidae
エゾタマガイ　凸）や加a亡icaandoi

新腹足目　Order Neogastropoda

アツキガイ科　Family Muricidae
カゴメガイ亜科　Subfamily Ergalataxinae

ヒメヨウラク　坤a奴COn的C比は

レイシガイ亜科　Subfamily Rapaninae

レイシガイ　7加おおⅧ血

エゾバイ科　Family Buccinidae

バイ　助勒短丸和彿ca

イトマキボラ科　Family Fasciolariidae

ナガニシ　凡血u叩e甲1exuぷ

有肺亜綱　Subclass Pulmonata

柄眼目　Order Sylommatophora
中輸尿管亜目　Suborder Mesurethra

キセルガイ科　Family Clausiliidae

ナミギセル　∫加呵血eduga瀬戸0月ica

二枚貝綱　Class Bivalvia

翼形亜綱　Subclass Pteriomophia

フネガイ目　OrderArcoida

フネガイ科　Family Arcidae
コベルトフネガイ　AⅣaわ0uCard

サルボウガイ　Sc画a忙a血断虚血朋壷
クマキガイ科　Fami1y Glycymeridae

ベンケイガイ　呼ぶdbd血e細
タマキガイ（旦匹yme乃SVeSぬ

イガイ目　Order Mytiloida

イガイ科　Family Mytilidae

ヒメイガイ　∫甲正伝r血enae
ウグイスガイ目　Order Pterioida

ハボウキガイ科　Family Pimidae
タイラギ　A血a（∫訂Va血】a）pec血aね

カキ目OrderOstreoida

イタヤガイ亜目　Suborder Pectinina

ウミギク科　Family Spondylidae

ウミギク　勧Ⅷゆ血沌血加加

カキ亜目　Suborder Ostreina

イタボガキ科　Family Ostreidae

イワガキ　CmgSOS打℃a月評0月a

弁鯉亜綱　Subclass EulamellibranChia

古異歯目　Order Palaeoheterodonta
カワシンジュガイ科　Family Margaritifbridae

カワシンジュガイ　頻出bu皿a癖肋a

異歯亜綱　Order Heterodonta

マルスダレガイ目　OrderVeneroida

ハナシガイ科FamilyThyasiridae
オウナガイ　凸）1】docelebiぶeCね

トマヤガイ科・Fami1y Carditidae
トマヤガイ　融iね1ea月a

キクザルガイ科　FamilyChamidae

キクザル　CわamaJ軸のica

バカガイ科　Family Mactridae
バカガイ　抽C的d血em血

ニッコウガイ科　Family Tellinidae

ゴイサギ　抽comaわ毎′Oem血
シラトリモドキ　月bfemmacOma血ぶ

シジミ科　Pamily
ヤマトシジミ

マルスダレガイ科
シラオガイ
ケマンガイ
スダレガイ
コタマガイ
マツカゼガイ

Corbiculidae

伽icula養p彿ca

Fami1y Veneridae
Ch℃e（Redic血e）ぶUIcaね
Ga丘ⅦiUmdvadca加m

坤a血d止d
Go叫坤血a刀da喝印

加S∬】元ね

ハマグリ　加転記はkJusoげia

イワホリガイ科　Family Petricolidae

シオツガイ　jも扇co血uSaeqUお出arus

脊椎動物門　Phylum Vertebrata

軟骨魚綱　Class Chondrichthyes

板紙亜綱　Subclass Elasmobranchii
ネズミザメ目　Order Lamnifbrmes

ネズミザメ科　Family Lamnidae

ネズミザメ類　Gen．et．sp．indet．

硬骨魚綱　Class Osteichthyse

条鰭亜綱　Subclass Actinopterygii
スズキ目　Order PercifbrmeS

スズキ亜目　Suborder Percoidei

スズキ科　Family Moromidae
スズキ　上a紐dabax如0月icug

ハタ科　Family Serranidae

ハタ類　Gen．et．sp．indet・

アジ科　Family Carangidae

ブリ　∫eddaqu血queradaね

タイ科　Family Sparidae
マダイ亜科　Subfamily Pagrinae

マダイ　均卯椚喝秘
サバ亜目　Suborder Sco血broidei

サバ科　Family Scombridae
マグロ類　乃un乃ug甲．

フグ目　Order TetraodontifbrmeS

フグ亜目　Tetraodontoidei

カワハギ科　Family Monacanthidae

カワハギ類　Gen．et．sp．indet・

フグ科　Family Tetraodomidae
トラフグ　れ止前場um痺es

フグ類　Gen．et．sp．indet・

両生綱　Class Amphibia
カエル目（無尾目）　order　Anura

カエル類　Fam．et．gen．indet・

恨響力完S（詣告等。rder Squamata
ヘビ亜目　Suborder Serpentes

ヘビ類　Fam．et．gen．indet．

鳥綱　Class Aves
キジ目　Order Gal1ifbrmeS

キジ科　Family Phasianidae
キジ亜科　Subfamily Phasianinae

キジ類　Gen．et．sp．indet・

ニワトリ　α班びぶ伊仙gV鉱domesdcuぷ

ハト目　Order ColumbifbrmeS

ハト科　Family Columbidae

キジハト　5加卿甲血相血血血
コウノトリ目　Order Ciconiifbrmes

コウノトリ亜目　Suborder Cicomii

タカ科　Family Accipitridae
タカ亜科　Subfamily Accipitrinae

ワシタカ類　Gen．et．sp．indet．

ウ科　Fami1y Phalacrocoracidae

ヒメウ　創始血cmco良はpd癖CUg

アビ科　Family Gaviidae

アビ類　Gaviasp．
ミズナギドリ科　Family Procellariidae

ミズナギドリ類　Gen．et．sp．indet．

スズメ目　Order Passerifbrmes

スズメ亜目　Order Passed

カラス科　FamilylCorvidae

カラス類　Gen．et．sp．indet・

晴乳綱　Class Mammalia

モグラ目（食虫目）　orderInsectivora

モグラ科　Family Talpidae
モグラ類　Gen．et．sp．indet・

コウモリ目（翼手目）　order Chiroptera

コウモリ類　Fam．et．gen．indet．

サル目（霊長目）　order Primates

オナガザル科　Fami1y Cercopithecidae
ニホンザル抽caca血SCaね

ヒト科　Family Homimidae

ヒ　　月bmos甲e乃ぶ

ウサギ日　Order Lagomorpha

ウサギ科　Family Leporidae

ノウサギ　上甲ugbmC妙ImlS
ネズミ目（音歯目）　order Rodentia

ネズミ科　Family Muridae
ネズミ亜科　Subfamily Murinae

クマネズミ類　Ra伽ぷ甲．

ハタネズミ亜科　Subfamily Arvicolinae

ハタネズミ類　Gen．et．sp．indet・

ネコ目（食肉目）　order Camivora

ネコ亜目　Suborder Fissipedia

ネコ科　Family Felidae
不コ」托茄scamg

イタチ科　Fami1y Mustelidae

イヌ

（
ノ

日
】
イ

シウ

タ
　
ツ
ヌ
蹄
シ
ノ

イ
科
キ
イ
偶
シ
イ

チ独占記1ai励磁

Family Camidae
ネ　Ⅴ坤egV坤eぶ

（コⅢiS血mi〟ads

目）　order Artiodactyla

科
シ

Fami1y Suidae
シ　guSSCm血

ブタ　guSSCm由wdomeSdcus

シカ科　Family Cervidae
ニホンジカ　CbYUS亘押0月



＜ウニ綱＞

殻がNo．26・79で検出される。破片である。

＜腹足綱＞

・クロアワビ

茨城県以南の太平洋沿岸、日本海全域～九州に分布し、潮間帯～水深約20mの岩礁に棲息する。N0．9で破片が検出さ

れる。

・アワビ類

No．9－8・16で検出される。背緑の形態からメカイアワビの可能性がある。2～3個体分の破片であり、殻長120mm前

後が推定される。加工痕が認められ、へら状の道具であったと推定される。

・ヘソアキクボガイ

北海道南部以南～九州に分布し、潮間帯～水深20mの岩礁に棲息する。No．25－2で検出される。殻頂部の破片である。

・サザエ

北海道南部～九州、朝鮮半島に分布し、潮間帯下部～水深20mに棲息する。No．9・15で検出される。いずれも幼月の

破片であり、劣化が進む。

・カニモリガイ

房総半島・牡鹿半島以南、インド・西大西洋域に分布し、潮下帯～水深62mの砂底に棲息する。No．37・56・82で検出

される。いずれも殻口部が破損する状態である。

・カワニナ

全国各地の淡水域に棲息する。No．61・76・82－11～21で検出される。比較的形質を保つ。82－11～21では、土塊状の

中に認められる。

・シドロガイ

房総半島～九州に分布し、潮間帯下部～水深約50mの砂底に棲息する。No．81－1で破片が検出される。

・オオヘビガイ

北海道南部以南～九州、中国大陸沿岸に分布し、潮間帯の岩礫礁に棲息する。No．57・63－2・75で検出される。この

内、No．63－2で検出されるものは、ウミギク（後述）と接合している。

・エゾタマガイ

北海道南部以南、南九州、朝鮮半島南部に分布し、水深10～50mの砂泥底に棲息する。No．25－1で殻頂部の破片が検

出される。

・ヒメヨウラク

北海道南部以南に分布し、潮間帯～水深30mの岩礁底に棲息する。No．63で幼月が検出される。

・レイシガイ

北海道南部、男鹿半島以南に分布し、潮間帯～潮間帯岩礁に棲息する。No．18－3で検出される。

・バイ

北海道南部～九州、朝鮮半島に分布し、水深約10mの砂底に棲息する。No．4・11・52で検出される。N0．4は土塊状で

殻口部を確認できる。

・エゾバイ科

No．18－2・43で検出される。水磨を受けている。バイの可能性があるが、破片のため、エゾバイ科にとどめた。

・ナガニシ

北海道南部～九州、朝鮮半島に分布し、水深10～50mの砂底に棲息する。No．18－1・37で検出される。なお、No．18が

殻頂部の破片、No．37が幼月である。

・ナミギセル

本州・四国・九州に分布する。陸生巻き貝類である。

＜二枚貝綱＞

・コベルトフネガイ

北海道南部～沖縄に分布し、潮間帯～水深20mの岩礫に足糸で付着する。N0．5で左殻が検出される。幼貝である。

・サルボウガイ

東京湾から有明海、沿海州南部から韓国、黄海、南シナ海に分布し、潮下帯上部から水深20mの砂泥底に棲息する。
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N。．75－1・89－2で左殻、N。．17・65－1で右殻が、No．32で破片が検出される。No．17・32・75－1は、水磨を受けてい

る。

・ベンケイガイ

北海道南部～徳之島に分布し、水深3～20mの細砂底に棲息する。No・13で右殻、No・38で殻頂部の破片が検出される。

水唐を受けている。

・タマキガイ

北海道南部～鹿児島に分布し、水深5～30mの租砂底に棲息する。No・13・8卜4で右殻が検出される。いずれも水磨

を受けている。

・ヒメイガイ

北海道南西部～九州に分布し、水深30mまでの岩礁に棲息する。No．82で左殻が検出される。一部破損する。

・イガイ類

27－31～46の土塊状の中に認められる。

・タイラギ

福島県・日本海中部以南、熱帯インド・西太平洋に分布し、水深30mまでの泥底に棲息する。No・11・26で破片が検出

される。

・ウミギク

房総半島～沖縄に分布し、水深20m以浅の岩礁底に棲息する。No．2ト4・64－2・56－2で左殻、13－3・15・62・

63－2で右殻、No．39・63－1・64－1・64－4・6巨7で破片が検出される。成月が多いが、No・63－1・64－7は幼貝

である。また、N。．63－2は、オオヘビガイに接合している。また、No．63－1とNo・64－4は、水磨を受けている。ウミ

ギク着生面が比較的狭いために剥がれやすいために、成貝を多く採っていたものと思われる。

・イワガキ

陸奥湾～九州、日本海側に分布し、潮間帯の岩礁に棲息する。No．13で右殻、No・99で左殻が検出される。

・カワシンジュガイ

北海道以南～本州に分布し、淡水域に棲息する。No．18で右殻の破片が検出される。

・オウナガイ

四国、日本海～アラスカ、オレゴンに分布し、潮間帯直下～水深750mの泥底に棲息する。No・10・59－2・73で検出さ

れる。73は洞窟を形成する泥岩（第三紀層）に含まれているものである。

・トマヤガイ

北海道南部～朝鮮半島南岸、台湾に分布し、潮間帯中下部の岩礫底に棲息する。No・64－3で右殻が検出される。

・キクザル

北海道南西部以南、東南アジア、インド洋に分布し、潮間帯下部～水深20mの岩礁に棲息する。No・6－2・8・2卜5°

61・89－3で左殻、N。．6－1・14・19－2・64－6・65－3で右殻、No．13－2・37・64－5で破片が検出される。

・バカガイ

サハリン、オホーツク海～九州、中国大陸沿岸に分布し、潮間帯下部～水深20mの砂泥底に棲息する。No・2卜2・

75－2で左殻、No．13－1・19－1・21－2で右殻が検出されるoNo・2卜2で検出された中の1点には、穿孔貝による穿

孔がみられる。

・ゴイサギ

北海道南西部～九州に分布し、水深10～50mの砂泥底に棲息する。No．2ト3・22－2で左殻が検出される。

・シラトリモドキ

北海道南西部～九州、中国大陸沿岸に分布し、潮間帯の小石混じりの砂泥底に棲息する。No・56－1で左殻が検出され

る。やや水磨を受ける。

・ヤマトシジミ

本州～九州に分布し、河口の汽水域の砂底に棲息するoNo・4で左殻、No・5で左右殻、No・61で右殻が検出される。No・

4は、殻長40mm前後あり、大型の殻である。

・シラオガイ

房総半島以南、日本海西部、インド・西太平洋に分布し、潮間帯下部～水深20mの砂底に棲息する。No・64で左右殻が

検出される。
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・ケマンガイ

三重県、能登半島～東南アジアに分布し、潮間帯～水深20mの砂礫底に棲息する。No．59－1で左殻が検出される。

・スダレガイ

北海道南西部～九州、朝鮮半島、中国大陸南岸に分布し、水深10～40mの砂底に棲息する。No．83で右殻が検出される。

土塊状である。

・コタマガイ

北海道南部～九州、朝鮮半島に分布し、潮間帯下部～水深50mの砂底に棲息する。No．89－1・90で左殻が検出される。

・マツカゼガイ

陸奥湾以南、東南アジアに分布し、潮間帯の砂泥岩に穿孔して棲息する。No．21－1で左殻が検出される。

・ハマグリ

北海道南部～九州に分布し、潮間帯下部～水深20mの内湾の砂泥底に棲息する。No．12・65－2・81－3で左殻、No．22－

1・81－2で右殻が検出される。

・シオツガイ

房総半島、富山県以南に分布し、潮間帯の泥岩に穿孔して棲息する。No．57で右殻が検出される。

＜軟骨魚綱＞

・ネズミザメ類

No．6－1・6－2で椎体が検出される。

＜硬骨魚綱＞

・スズキ

No．7－4・10－12で左歯骨、No．56－12で右歯骨が検出される。

・ハタ類

No．18－16・34で左主上顎骨、No．13－5・95－4で右主上顎骨、No．5－7・5－8で左歯骨、No．17－3で右上鎖骨、

No．6－7で左擬鎖骨、No．82－1で右前鯉蓋骨が検出される。

・ブリ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

No．10－2で尾椎が検出される。金属刃による切断痕が認められる。

・マダイ

No．6－10で左主紙蓋骨が検出される。

・マグロ類

No．5－2・5－3・5－12の接合試料で、左擬鎖骨が検出される。

・カワハギ類

No．63－7で腰帯が検出される。

・トラフグ

No．51－2で左前上顎骨が検出される。大型の個体である。

・フグ類

No．18－22で右前上顎骨、No．95－7で右前上顎骨＋主上顎骨が検出される。

・魚類

左前頭骨片、鱈蓋骨、鯉条骨、腰帯、鰭棟片、部位不明破片がみられる。

＜両生綱＞

・カエル類

No．18－20で左上腕骨、No．5－41で右上腕骨が検出される。No．18－20は、ヒキガエルの可能性がある。

＜爬虫類綱＞

・ヘビ類

No．6－12で椎骨が検出される。土塊状である。

＜鳥綱＞

・キジ類

No．6－6で胸骨、No．63－10で左上腕骨、No．18－10で左手根骨＋中手骨、No．18－14で右手根骨＋中手骨が検出される。

・ニワトリ
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No．11で右上腕骨、No．56－5で左横骨、No．5－31で右尺骨、No・42で左寛骨、No・5仁2で左大腿骨、No・14－2で右大腿

骨、No．5－31・6－4で左脛骨、No．71－2で右脛骨、No・13－8で右足根骨＋中足骨、No・14－1で右中足骨、No・7卜3で

四肢骨片が検出される。No．13－8の右足根骨＋中足骨は、雄個体である。また、No・56－5の左横骨は、打ち割られている。

・キジハト

N。．7－30・17－1で左手根骨＋中手骨が検出される。No．7－30は遠位端を破損するが、No・17－1はほぼ完存する。

・ワシタカ類

No．5－23で左上腕骨が検出される。

・ヒメウ

N。．70－1・70－5・70－6の接合試料で左上腕骨が検出される。近位端部が欠損する。

・アビ類

No．18－11で右尺骨が検出される。

・ミズナギドリ類

No．96－6で左尺骨が検出される。

・カラス類

No．18－9で左烏口骨が検出される。

・鳥類

N。．87－3で模骨片、N。．94－6で指骨、No．2仁16・82－1ト21で部位不明破片がみられる。なお、No・82－11～21は土

塊状の中にみられる。

＜晴乳綱＞

・モグラ類

N。．27－17で右下顎骨、N。．27－6で第1頚椎、No．27－13で左上腕骨、No．27－25左尺骨、No・27－26で右大腿骨、

No．27－29で脛骨が検出される。この他、部位不明破片がNo．27－28で見られる。

・コウモリ類

N。．10－6・18－12で左上腕骨、N。．96－7で右上腕骨、No．5－36・18－15で左尺骨、No．5－38・5－40で尺骨片が検

出される。また、N。．82－11～21は、コウモリ類？の指骨である。なお、No．96－7・82－1ト21は、土塊状となっている。

・ニホンザル

No．10－1で左大腿骨が検出される。ほぼ完存する。

・ヒト

数量的にも多く、確認された部位も多い。確認された部位は、頭頂骨、前頭骨右側破片、右頬骨、後頭骨、頭骨片、腰

椎、左右第1肋骨、右肋骨、肋骨、右鎖骨、鎖骨、右横骨、中手骨、指骨（基節骨）、左右寛骨、右大腿骨、左右脛骨、

内側楔状骨、址骨（第1基節骨）、右第2中足骨、右第3中足骨、第4・5中足骨＋址骨、右第4中足骨、右第5中足骨、

中足骨、中手骨／中足骨、不明が検出される。なお、No．63－1の第4中足骨・第5中足骨は、癒着している。

大半は成人に達しているが、No．6－8の頭骨が幼～小児、96－5の頭頂骨が幼児～小児程度？とみられる。また、No・

6－13の前頭骨が成人女性、接合したNo．12－1と12－2の右鎖骨が成人男性、No・95－1の前頭骨片が成人男性、

No．96－2の右寛骨が女性？と推定される。

・ノウサギ

No．10－3で左下顎骨、No．5－9・57－1で右下顎骨、No．5－5で頚椎、No・5－6・63－16で胸椎、No・5－18で左

肋骨、No．35左上腕骨、No．65－1で中手骨、No・18－13で左寛骨、No・56－11で右寛骨、No・18－5・100で左大腿骨、

N。．18－1で左脛骨、No．18－4で右第2中足骨？、No．5－30・6－5・13－4で右第4中足骨、No・10－5・18‾6．

18－8で左第5中足骨、No．83－2で中足骨、No．82－5で中手骨／中足骨が検出される0

・クマネズミ類

N。．5－10・7－9・13－2で右下顎骨、No．65－2で左上腕骨、No．13－6・95－8で左大腿骨、5－37で右腰骨、5－39で左脛

骨＋排骨が検出される。

・ハタネズミ類

No．5－42で上顎臼歯の破片が検出される。
、

・ネコ

N。．7－7・7－8で胸椎、No．7－25で胸椎関節板、No．7－31・7－36・7－37で尾椎、No・7－14・7－15・7‾
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16・7－17で左肋骨、No．7－18で肋骨片、No．94－5で左横骨、No．7－21で右第3手根骨、No．7－24で右第4手根骨、

No．7－22で手根骨片、No．7－32で中手骨、No．7－1で左寛骨、No．7－5・99－1で左大腿骨、No．15－1で右大腿骨、

No．7－2・7－19・7－23で左脛骨、No．7－3・7－28で左排骨、No．7－20で左距骨、No．7－6で左踵骨、No．7－12

で右第1中足骨、No．7－10で右第2中足骨、No．7－11で右第3中足骨、No．7－13で右第4中足骨、No．7－26で中手骨／

中足骨、No．7－27・7－29・7－33・7－34・7－35・7－38で基節骨が検出される。

・イタチ

No．70－4で右下顎骨が検出される。

・キツネ

No．94－1で左下顎骨、No．5－22で左上腕骨、No．5－32で尾椎が検出される。

・イヌ

No．13－3で左下顎骨、No．58－3で第1頚椎、No．13－7で第1肋骨が検出される。No．13－3・13－7は幼獣である。

・イノシシ

最も多く検出された。確認された部位は、右鼻骨、左後頭骨、後頭骨片、下顎骨、第1頚椎、第2頸椎、頚椎、胸椎、

腰椎、椎骨、左右第1肋骨、左第2肋骨、左右肋骨、肋骨片、肩甲骨、左右上腕骨、左右模骨、左右尺骨、副手根骨、手

根骨、左第2中手骨、左第3中手骨、右第4中手骨、右大腿骨、大腿骨片、左右脛骨、距骨、右踵骨、踵骨片、種子骨、

手根骨／足根骨、第2／5中手骨／中足骨、第2／5基節骨、右基節骨、基節骨、第2／5中節骨、第3／4中節骨、中節骨、

第2／5末節骨、第3／4末節骨、左末節骨、末節骨、第2／5指址骨、指址骨、中手骨／中足骨、部位不明破片である。

骨端が未化骨の標本が多く、若獣が多く含まれているとみられる。ただし、No．15－4の左後頭骨・No．8－18の胸椎・

No．56－8の腰椎が幼獣、No．13－10の左肋骨・No．13－9の右肋骨・No．18－21の肩甲骨・No．18－17の上腕骨が成獣とみ

られる。

・ブタ

No．58－1で後頭骨の右後頭顆＋頸静脈突起、No．94－3で胸椎、No．94－4で肋骨片、No．94－2で左寛骨が検出される。

No．94－2の寛骨臼部が未化骨であり、No．94－3も形状から若獣と推定される。

・ニホンジカ

No．87－1で鹿角、No．63－13で前頭骨右胸骨突起、No．13－1で左上顎骨、No．13－11で肋骨、No．51－1・51－3の接合

試料で右肩甲骨、No．26で左第2＋3手根骨が検出される。

・獣類

No．20－4で椎骨、No．6－11で中型獣類の肋骨、No．50－3・50－4・58－2で部位不明破片が検出される。No．6－11

中型獣類の肋骨は幼獣である。なお、No．50－3・50－4は、土塊状である。

（4）考察

1．年代観

炭化物試料N0．3は、7，310年前の年代値が得られた。試料は、縄文海進時に堆積したとされる砂岩テ

ラスの中層（5層）から採集されたもので、当時の年代に近い値を示している可能性がある。これに対

し、他の4試料は極めて古い年代値が得られており、予測していた年代観と大きくずれるものであった。

また、つまり、当時の炭化物でなく、古い時代の有機物が洞窟内にもたらされ、鍾乳石に取り込まれた

とも想像され、何らかの用途として洞窟内に持ち込まれたなど遺物としての取り扱いがあったことも考

えられる。

2．動物遺存体

検出された貝類の中でも、ハマグリ、サルボウ、ヤマトシジミ、カワニナなどは、人為的に運ばれた

ものと思われるが、居住地として利用されたときの遺品とみられる。

両生類ではカエル類が僅かに検出されているが、石灰質が付着しておらず、新しい時期に混入した可

能性もある。爬虫類はヘビ類の椎骨がわずかにあったのみである。
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魚類でみると、ネズミザメ類、スズキ、ハタ類、ブリ、マダィ、マグロ類、カワハギ類、トラフグ、

フグ類があった。ヒトによる漁獲が考えられる。ハタ類が多かったことは、洞窟周辺の岩礁海岸が発達

していることを裏付けていると思われる。マダイは貝塚資料にみるような大型の骨格であった。フグ類

は前上顎骨長44mmに達する大型である。トラフグと思われる。

鳥類では、キジ類、ニワトリ、キジハト、ワシタカ類、ヒメウ、アビ類、ミズナギドリ類、カラス類

がみられた。ニワトリが多く搬入されたと考えられる。ただし、現代の混入も考えられることから、ニ

ヮトリの搬入がいつであったかも再検討を要する。ヒメウ、アビ類、ミズナギドリなど種類の多い海鳥

類が捕獲の対象となった可能性もあるが、現時点では断定できない。

獣類では、モグラ類、コウモリ類、ニホンザル、ヒト、ノウサギ、クマネズミ類、ハタネズミ類、ネ

コ、イタチ、キツネ、イヌ、イノシシ、ブタ、ニホンジカが見られる。モグラ類、コウモリ類はおそら

く洞内に自然生息していた個体であったと思われる○クマネズミ類は近現代の遺骸であろう。ネコ遺骸

は不完全であるが同一個体の揃う遺骸であった○保存状況も他の獣骨と異なり、現代のものであろう。

ニホンザル、ノウサギ、キツネ、イノシシ、ニホンジカは狩猟の対象であったことも考えられる。なお、

ニホンザル大腿骨は大型の雄個体である。一方、最も多く検出されたイノシシで洞内堆積層中に固定さ

れた状態の出土標本は、ブロック状であったが、原初の埋存状況をみることができた。この試料にみる

ように、かなりまとまった状態で埋存していたのであろう○洞内に持ち込まれ解体されたのであろう。

若い個体が中心となっていたことが推定される○ヒト遺骸の埋存は埋葬骨の可能性があろうが、かなり

破損しており、埋存の原位置から動いているのではないかと思われる○

ところで、洞窟内では、縄文土器と弥生土器が混在しており、撹乱の影響を強く受けているとみられ

る。そこで、出土地点ごとの傾向を捉えてみる。洞窟内の出土地点を属性によって、1）砂岩テラス上

から第1～3層まで、2）底面砂層、3）落盤層の3分類にされている。まず砂岩テラスでは、第1層

でイノシシを中心とする獣類が大半を占めるが、第2層になると貝類も混じり、第3層になると貝類が

主体となる。貝類から獣類へと層位的な変化がみられ、洞窟内の利用状況と関連していることも考えら

れる。落盤層は、出土数が少ないが、ヒトがやや多く、サルボウガイ、イヌ、イノシシ、ブタが認めら

れる。また、底面砂層は、大半の骨貝類がここに集中し、イノシシ、ヒト、ネコなどが中心となり、両

生類・鳥類・魚類などを伴う。ニワトリやブタなどが確認されているが、これも撹乱の影響を受けてい

ると思われ、その取り扱いには注意をしていきたい。
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第5表　貝類同定結果
N o． 種　　 類 左　 右 部分 数量 備　　 考

4
腹足綱 バイ 殻口部 1 土塊状
二枚貝綱 ヤマ トシジミ 左 殻 1 殻長40士，大型

5 二枚貝綱
コベル トフネガイ 左 殻 1 殻長25．87，幼貝

ヤマ トシジミ
左 殻 3 殻長26．20，31．07，36．71

右 殻 1 殻長24±

6－1 二枚貝綱 キクザル 右 破片 1 殻長28．92
6－2 二枚貝綱 キクザル 左 殻 1 殻長16．68

8 二枚貝綱 キクザル 左 殻 1 殻長36．92

9 腹足綱 クロアワビ 破片 1 他破片 1有
サザエ 破片 1 幼貝

10 二枚貝綱 オウナガイ 破片 1

11
腹足綱 バイ 破片 1
二枚貝綱 タイラギ 破片 1

12 二枚貝綱 ハマグリ 左 破片 1 土塊状，殻長8 9±

13 二枚貝綱
ベンケイガイ 右 殻 1 殻長 73．07，やや水磨

タマキガイ 右 殻 1 水磨，殻頂穿孔，殻長58．34
イワガヰ 右 殻 1 殻高 100．34

13－1 二枚貝綱 バ カガイ 右 破片 1 殻長 60士，復縁欠

13－2 二枚貝綱 キクザル 破片 1 殻長 19．8 5
13－3 二枚貝綱 ウミギク 右 破片 1 土塊状，殻長40．97，成貝
14 二枚貝綱 キクザル 右 殻 1 殻長2 1．92

15
腹足綱 サザエ 破片 1 幼貝
二枚貝綱 ウミギク 右 破片 1 土塊状，他破片3有，殻長4 5；19，成月

16 腹足綱 アワビ類 破片 1 他破片 6有，メカイアワビ？，2～3個体？

17 二枚貝綱 サルボウガイ 右 殻 1 ら 水磨，殻長2 4．4 9

18 二枚貝綱 カワシンジュガイ 右 破片 1 他破片 3有
18－1 腹足綱 ナガニシ 殻頂部 1
18－2 腹足綱 エゾバイ科 殻口部 1 水磨

18－3 腹足綱 レイシガイ 殻 1 殻高4 1．1 1
19－1 二枚貝綱 ノヤカガイ 右 殻頂部 1 殻長67±
19－2 二枚貝綱 キクザル 右 殻 1 殻長23．06

21－1 二枚貝綱 マツカゼガイ 左 殻 1 殻長23．06

21－2 二枚貝綱 バカガイ
左 殻 2 殻長49．82，穿孔月による1点穿孔有

右 殻 1 殻長33．49

21－3 二枚貝綱 ゴイサギ 左 殻 1 殻長19．79

21－4 二枚貝綱 ウミギク 左 殻 1 成貝，殻長52．60
21－5 二枚貝綱 キクザル 左 破片 1 殻長 29．13
2 2－1 二枚貝綱 ハマグリ 右 殻 1 殻長 51．58

2 2－2 二枚貝綱 ゴイサギ 左 殻 1 殻長 25．03
2 5－1 腹足綱 エゾタマガイ 殻頂部 1
2 5－2 腹足綱 へソアキクボガイ 殻頂部 1

2 6
ウニ綱 ウニ類 殻 2
二枚貝綱 タイラギ 破片 1

32 二枚貝綱 サルボウガイ 破片 1 水磨，殻長37±

37
腹足綱 カニモ リガイ 殻 1 殻口部破損

ナガニシ 殻 1 幼貝
二枚貝綱 キクザル 殻 1 殻長 19．90

38 二枚貝綱 ベ ンケイガイ 殻頂部 1 水磨

39 二枚貝綱 ウミギク 破片 1 成貝
43 腹足綱 エゾバイ科 殻口部 1 水磨
52 腹足綱 バイ 殻 2 殻高63．18，50．46

56 腹足綱 カニモリガイ 殻 1 殻口部破損
56－1 二枚貝綱 シラ トリモ ドキ 左 殻 1 殻長29．30，やや水磨
56－2 二枚貝綱 ウミギク 左 殻 1 土塊状，成貝，殻長43．42

57
腹足綱 オオヘビガイ 殻 1 径 36±
二枚貝綱 シオツガイ 右 殻 1 殻長34．90

59－1 二枚貝綱 ケマ ンガイ 左 殻 1
59－2 二枚貝綱 オウナガイ 破片 1

6 1

腹足綱 カワニナ 殻 2 殻高26．23，43．65

二枚貝綱 キクザル 左 破片 1 殻長18．82
ヤマ トシジミ 右 殻 1 殻長28．44

62 二枚貝綱 ウミギク 右 殻 1 殻長54．66，成貝
63 腹足綱 ヒメヨウラク 殻 1 幼貝
63－1 二枚貝綱 ウミギク 破片 1 水磨，幼貝

63－2
腹足綱 オオヘ ビガイ 破片 1 ウミギクと接合
二枚貝綱 ウミギク 右 破片 1 オオヘビガイと接合，殻長4 0．65

64 二枚貝綱 シラオガイ
左 殻 2 殻長 18．3 9，2 3．3 1

右 殻 1 殻長 18．0 7

64－1 二枚貝綱 ウミギク 破片 1 殻長3 2．3 7
64－2 二枚貝綱 ウミギク 左 殻 1 成貝，殻長38．64
64－3 二枚貝綱 トマヤガイ 右 殻 1 殻長 17．0 6
64－4 二枚貝綱 ウミギク 1 水磨，殻長 21．3 2

6 4－5 二枚貝綱 キクザル 1 殻長 15．2 1
64－6 二枚貝綱 キクザル 右 1 殻長28．56
64－7 二枚貝綱 ウミギク 破片 1 幼貝

6 5－1 二枚貝綱 サルボウガイ 右 殻 1 土塊状，殻長37．4 7
6 5－2 二枚貝綱 ハマグリ 左 後縁部 1 他破片 1有
65－3 二枚貝綱 キクザル 右 破片 1 殻長23．11
73 二枚貝綱 オウナガイ 左　 右 破片 1 他破片多数

75 腹足綱 オオヘビガイ 殻 1 長径 53±
75－1 二枚貝綱 サルボウガイ 左 破片 1 土塊状，水磨
75－2 二枚貝綱 バカガイ 左 殻頂部 1
76 腹足綱 カワニナ 殻 4 殻高 24．15，30．44，39．57，4 0±
79 ウニ綱 ウニ類 殻 2
81－1 二枚貝綱 シドロガイ 破片 1
81－2 二枚貝綱 ハマグリ 右 殻 1 土塊状，殻長60±
81－3 二枚貝綱 ハマグリ 左 破片 1 殻長 50±
81－4 二枚貝綱 タマキガイ 右 破片 1 水磨，殻頂欠損

8 2
腹足綱 カニモリガイ 殻 1 殻口破損
二枚貝綱 ヒメイガイ 左 殻 1 殻長 18．48，一部破損

83 二枚貝綱 スダレガイ 右 破片 1 土塊状
8 9－1 二枚貝綱 コタマガイ 左 破片 1 殻長6 0±
89－2 二枚貝綱 サルボウガイ 左 破片 1 殻長38．74
89－3 二枚貝綱 キクザル 左 破片 1 殻長22．59
90 二枚貝綱 コタマガイ 左 破損 1 殻長44．77

99 二枚貝綱 イワガヰ 左 殻 1 殻高1 17．89
腹足綱 ナミギセ ル 破片 1
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第 6 表　 骨 類 同 定 結 果 （ 1 ）

臼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 備　　 考
N o ． 種　　 類 部　　 位 左 右 部　　 分 数　 亙 田

山　　　 ．1更．5 －1 イ ノ シ シ 尺 骨

’′払

左 ほ ぼ 完 存

ほ ぼ と ‘存

1

1
両 端 未 化 日 外 れ

5－3 ・12 と 接 ∠ゝ
5 －2

5 －3

マ ク ロ 類

マ グ ロ 類

擬 鎖 目

擬 鎖 骨

ノe　　 ′旦

左

左

左

フC

ほ ぼ 完 存

破 片

1

1

【こ1
5－2 ・12 と 接 合

幼 獣
5－4 イ ノ ン ソ

サ ギ

俊 頭 目

頚 椎

ほ ぼ 完 存 1

5－5

5－6

ノ ウ

ノ ウ サ ギ

：ぢ
胸 椎

鳳 左

ほ ぼ 完 存

ほ ぼ ノ± 存

1

1 全 長4 2 2 2

5－7 ハ タ 些 歯 目

凰

フC
ほ ぼ 古 存

1 全 長 4 5 1 0
5－8

5－9

バ ク 類

ノ ウ サ ギ

、　　　、か　、　－

歯 日

下 顎 骨

．　′！三．

左

右

右

フC
ほ ぼ 完 存

ほ ぼ 婁 存

1

1

5－10

5－11

ク マ ネ ス ミ 類

魚 類

下 顎 胃

腰 帯

フ⊂
破 片

′－t・チ

1

∠ゝ
5－12 マ グ ロ類 擬 鎖 骨

眉．

左

右

ほ ぼ 元 存

破 片

1

1

5－2・3 と 接 ロ

5－13

5－14

イ ノ ン ン

イ ノ シ シ

尺 日

肋 骨
破 片 1

5－15 イ ノ シ シ 肋 骨

風

右

右

破 片

肋 骨 頭 付 ’斤

1

15－16 イ ノ ン∵／ 肋 日

月．

日 月 、コは

肋 骨 頭 付 近
1

5－17

5－18

イ ノ ン ソ

ノ ウ サ ギ

肋 目

肋 骨

．1更．

左

左

右

日 男 ・

ほ ぼ 完 存

肋 尾 頭 付 ’斤

1

1
5－19 イ ノ ン ン 肋 日

′1三．

左
日 メ　　　 コヱ⊥

破 片
1

5－20

5－2 1

イ ノ ン ン

イ ノ シ シ

肋 日

肋 骨

′冒．

左

破 片

ほ ぼ 恵 存

1

1 全 長 10 7 0 2
5－22 キ ツ ネ 上 腕 目

鼻
左

フC
風 体 1 骨 体 最 小 径 9 3 2

5－2 3

5－24

ワ ン タ カ 類

イ ノ シ シ

上 腕 日

尺 骨

第 3 中 手 鳳

右

左

日
通 位 端 欠

逮 位 端 欠

1

1

5－2 5 イ ノ ン ン 目

指 凰 （基 節 骨 ）

ほ ぼ 完 存 1

5－2 6

5－2 7

ヒ ト

イ ノ シ シ

日日　　　 P R
第 1肋 骨

指 属 （基 節 骨 ）

左 破 片

ほ ほ 完 存

1

1

5－2 8 ヒ ト 日日　　　 口日

′1買．

左 ’斤位 端 欠 1 達 位 端 末 化 骨 外 れ

5－2 9

5－3 0

イ ノ ン ソ

ノ ウ サ ギ

脛 日

第 4 中 足 骨
右

コ！⊥

ほ ほ 完 存

、「．′こし．ュJu

1 全 長 59 ．53

5－31 ニ ワ トリ
尺 骨

′旦

右

左

近 位 柄 欠

遠 位 仙 欠

1

1

5－32 キ ツ ネ
脛 日

尾 椎

裏．メ而

ほ ほ 完 存

破 片

1

1

5－33

5－34

魚 類

イ ノ シ シ

鰭 麻

肋 骨

破 片 1

5－35 魚 類 螢思粂 骨

．！葵．
左

破 片

遠 位 Ⅱ 欠

1

1
現 長 5 6 3 4

5－36 コ ウ モ リ類

、　　　－　、　ヽ
尺 目

′払

右
ゼ．メ而

ほ ほ 寮 存
1

5－37

5－38

クマ 不 ス ミ類

コ ウ モ リ類

脛 日

尺 骨

′1三．　　　 ′題三．

左

フC
骨 体

ほ ぼ と 存

1

1
5－39 クマ ネ ス ミ 類 脛 目＋ 排 日

J至．

フC
属 ・体 1

5－40

5－41

コ ウ モ リ類

カエ ル 類

－　　　．　、

尺 目

上 腕 骨

上 顎 臼歯

右
目
ほ ぼ 完 存

破 片

1

1

5－42 ハ タ ネ ズ ミ 類

、　　　F．、　　　　e

石

．邑
椎 体 1 椎 体 径 34．9 1

6－1

6 －2

不 ス ミサ メ 類

ネ ズ ミザ メ 類

椎 日

椎 骨

椎 体 1 椎 体 径 35 ±

6 －3

6 －4

ヒ ト

ニ ワ ト リ

鎖 骨

脛 骨 左
破 片

両 端 欠

′・・±．

1

1

成 人

6 －5 ノ ウ サ ギ 第 4中 足 骨 右 ほ ぼ 元 存 1 全 長 56．53

6 －6

6 －7

キ ジ 類

バ ク 類

胸 骨

擬 鎖 骨 左
破 片

破 片

1

1
J　　　 l

6 －8 ヒ ト 頭 骨 破 片 1 幼 ～ 小 児

6 －9 イ ノ シ シ 肋 骨

、帥 蓋 凰 左

破 片

破 片

1

1

6－10

6 －11

マ ダ イ

中 型 獣

王 抑　 日

肋 骨

破 片 1 幼 獣

、、　　 鳳
6 －12 ヘ ビ 類 椎 骨

－lL　 ．邑 右

ほ ほ 完 存

破 片

1

1

土 塊 状 ，椎 日長 5 ．0

成 人 ．女 性
6 －13

7－1

宣 下

牙・コ

別 頭 目

寛 骨

′l三．

左

左

破 片

ほ ぼ 恵 存

1

1 両 端 末 化 骨 外 れ 7－19・23 と 接 合

7－2 ネ コ
脛 月

旦

左
フ口

達 位 迎 欠
1 7 －28 と 接 合

7－3

7－4

牙・コ

ス ズ キ

排 日

歯 骨

左 上⊥肺

ほ ぼ 完 存

　ヽ　　J＿＿　　　．Llll

1 ロ
高 11．68

7－5

7－6

ネ コ

ネ コ

大 腿 骨

踵 骨

左

左

達 位 骨 メ而

ほ ぼ 完 存

1

1
ル　　　　　 ′l三．　　　　　　　　　　 ∠ゝ

7－7 ネ コ 胸 椎 ほ ほ 完 存

4－lT．

1 関 節 板 未 化 日 外 れ ．7－25 と 接 ロ

属 ．7－8

7－9

ネ コ

ク マ ネ ズ ミ類

胸 椎

下 顎 骨 右
ほ ぼ 元 存

ほ ぼ 完 存

とこ±こ・

1

1

関 節 根 来 化 日 外 れ

、　 －し・ul　　　 ′】三．7－10 ネ コ 第 2 中 足 骨

′邑

右

右

ほ ぼ 元 存

ほ ぼ と 存

1

1

遠 位 鏑 未 化 目 外 れ

遠 位 端 末 化 骨 外 れ7－1 1 不 コ 第 3 中 足 日

′邑

右
フ1＝

ほ ぼ と 存 1 逮 位 端 末 化 骨 外 れ
7－12

7－13

ネ コ

ネ コ
第 1中 足 日

第 4 中 足 骨

属 ．

右

左

フG
ほ ほ 完 存

ほ ぼ と 存

1

1

遠 位 端 末 化 骨 外 れ

7－14 不 コ 肋 日

′1三．

ほ
フ亡

ぼ せ 存 1
7－15

7－16

ネ コ

ネ コ
肋 日

肋 骨

左

左

フG
ほ ぼ 完 存

ノーl・チ

1

7－17

7－18

ネ コ

ネ コ

肋 骨

肋 骨

左 ほ ぼ 元 存

破 片

　ヽ　　こ．1－JJ U

1

1
∠ゝ

7－19 ネ コ 脛 骨 左 近 位 摘

′一・チ

1 7－2 ・23 と接 口

7－2 0 ネ コ 距 骨

月 ．

左

右

ほ ぼ 元 存

ほ ぼ せ 存

1

17－2 1

7－2 2

不 コ

ネ コ
第 3 手 根 日

手 根 骨

71＝
破 片 1

∠ゝ
7－2 3

7－24

ネ コ

ネ コ

脛 骨

第 4 手 根 骨

左

右

遠 位 端

ほ ぼ 完 存

1

1

7－2 ・19 と接 口

．△ヽ7－2 5 ． ネ コ 胸 椎 関 節 板

　ヽ　　⊥j劇

1 7－7 と 接 口

7－2 6

7－2 7

ネ コ

ネ コ

中 手 骨 ／中 足 骨

基 節 骨

遠 位 メ而

近 位 骨 端

　ヽ　　こ．．．L一山

1

1

∠ゝ
7－2 8 ネ コ 排 骨 左 遠 位 珊

　ヽ　　JL．　　 ．11U

1 7－3 と 接 ロ

7－2 9 ネ コ

やヽ．hJ

基 節 骨

手 根 鳳 ＋ 中 手 晶 左

近 位 骨 噺

遠 位 端 破 損

1

1

7－3 0

7－3 1

キ ン ハ ト

ネ コ

日　　　　　 日
尾 椎

古まぼ 完 存

′一・P

1

7－3 2

7－33

ネ コ

ネ コ

中 手 骨

基 節 骨

ほ ぼ 元 存

ほ ぼ 完 存

ノこきこ．

1

1

7－34 ネ コ 基 節 骨 ほ ぼ 元 存

ノーこ．

1

7－35

7－36

ネ コ

ネ コ

基 節 骨

尾 根

ほ ぼ 元 存

ほ ぼ 完 存

′1チ

1

1

7－37 ネ コ 尾 椎 ほ ぼ 元 存

とこ！こ・

1

7－38 ネ コ 基 節 骨

′旦
右

ほ ぼ 元 布

達 位 端

1

1
若 獣 ．土 塊 状

9－1

9－2

イ ノ ン ソ

イ ノ シ シ

イ ノ J J

踵 日

肋 骨

第 1頚 椎

破 片

破 片

1

1

9－3

9－4

こ／ン′

イ ノ シ シ

斗
上 腕 骨 左 達 位 端 1

9－5 イ ノ シ シ 腰 椎 横 突 起

　ヽ　　－1＿．1．1n

1

9－6

9－7

イ ノ シ シ

イ ノ シ シ

第 2／5 中 手 骨 ／中 足 骨

距 骨

遠 位 メ而

破 片

1

1

9－8 ア ワ ビ 類 殻 破 片 1 他 微 細 片 有

9－9

9－10

イ ノ シ シ

イ ノ シ シ

不 明

不 明

破 片

破 片

1

1

l

9－11 魚 類 鰭 棟 破 片 1
　ヽ　ヽ

9－12

9－13

魚 類

ヒ ト

鰭 棟

大 腿 骨 ・右
破 片

近 位 端

′一こ．

1

1

土 塊 状

土 塊 状

10 －1 大 腿 骨 左 ほ ぼ 元 存

と

1 全 長 18 8 ±

‾よ る 七 断 痕 有
10 －2

1 0 －3

プ リ

ノ ウ サ ギ

尾 椎

． 下 顎 骨

左
ほ ぼ 元 存

ほ ぼ 完 存

1

1

切 断 痕 有 ，椎 体 長 29．04 ，金 属 刃 に　　 卯 断 痕

10 －4 イ ノ シ シ 肋 骨

′1更．

右 肋 骨 頭 付 近

ほ ぼ せ 存

1

1
1 0 －5 ノ ウ サ ギ

1

第 5 中 足 目

′l要．

左

左

フG

ほ ぼ と 存
1 全 長 32 ．51

1 0 －6

1 0 17

コ ウ モ ノ類

イ ノ シ シ

上 腕 目

第 1肋 骨
右 破

フG

片
1

1 0 －8

1 0 －9

ヒ ト

イ ノ シ シ

中 手 骨

鼻 骨 右

破 片

破 片

1

1

∠ゝ
1 0 －10 イ ノ シ シ 後 頭 骨 底 部 1 10－1 1 と接 ロ

∠ゝ10 －11

1 0 －12

イ ノ シ シ

ス ズ キ

後 頭 骨

歯 骨 左

底 部

近 心 端 欠

1

1

1 0－1 0 と接 ロ

10 －13 イ ノ シ シ 肋 骨 破 片

　ヽ　　⊥J．lu

1

1 1

1 2 －1

ニ ワ ト リ

ヒ ト

上 腕 骨

鎖 骨

右

右

遠 位 布 欠

両 端 欠

　ヽ　　＿1一．u

1

1
1 2－2 と 接 合 ，成 人 男 性

．△－12 －2 ヒ ト 鎖 骨 右 遠 位 肺 1 12－1と 接 ロ ，成 人 男 性

宙‾⊥　　　　 立13 －1

1 3 －2 ク マ ネ ズ ミ類

上 顎 骨

下 顎 骨

左

右
M 2－3部

ほ ぼ 完 存

1

1

M 3植 止 ．M 2歯 根 郡 残

13 －3 イ ヌ 下 顎 骨 左 破 片

ノーl・こ．

1 幼 獣

13 －4

1 3 －5

ノ ウ サ ギ

バ ク 類

第 4 中 足 骨

主 上 顎 骨

右

右

ほ ぼ 元 存

ほ ぼ 完 存

′－1こ．

1

1

全 長 5 6．18

全 長 3 4．18

．亜　　 属．13 －6 ク マ ネ ズ ミ類 大 腿 骨 左 ほ ぼ 元 存 1 両 塙 化 目化 弱 ，全 長 37．54

心　 l’13 －7

13 －8

イ ヌ

ニ ワ ト リ

第 1肋 骨

足 根 骨 ＋ 中 足 骨

右

右

破 片

達 位 端 欠

1

1

幼 獣

雄 壁 体

13 －9 イ ノ シ シ 肋 骨 右 肋 骨 頭 付 近 1 些 獣

13 －10

1 3 －11

イ ノ シ シ 肋 骨

肋 骨

左　 － 破 片

破 片

1

1

成 獣

13 －12 魚 類 不 明 破 片

ノーl・チ

1

14 －1

14 －2

ニ ワ ト リ

ニ ワ ト リ

中 足 骨

大 腿 骨

右

右

ほ ぼ 元 存

ほ ぼ 完 存

′ナチ

1

1

全 長 8 1．22

全 長 80．88

⊥山　　　　 鳥15－1 ネ コ 大 腿 骨 右 ほ ぼ 元 存 1 両 柄 未 化 日 外 れ ，現 長 85 ．81

1 5－2 イ ノ シ シ 肋 骨

手 根 尾 ＋ 中 手 鳳 左
破 片

ほ ぼ 完 存

1

1

若 獣

全 長 29．901 7－1

1 7－2

キ ンハ ト

魚 類

日　　　　　 日

前 頭 骨
左 破 片　　　　　　　　 1

17－3

1 8－1

バ ク類

ノ ウサ ギ

上 鎖 骨

脛 骨

右

左

破 片　　　　　　　　 1

ほ ぼ 完 存　　　　　 1　　　　 全 長 138．34

－35－



第6表　骨類同定結果（2）
N o． 種　　 類 部　　 位 左 右 部　　 分 数　 量 備　　 考
18－2 ヒ ト 肋骨 右 破損 1
18－3 イノシ シ 頚椎 ほ ぼ完 存 1
18－4 ノウサギ 第2 中足 骨？ 右 ほほ完 存 1
18－5 ノウサギ 大腿骨 左 遠位端 1 骨端 末化 骨外れ
18－6 ノウサギ 第5中足 骨 左 ほほ完 存 1
18－7 イノシ シ 上腕骨 右 逮位端 1 幼獣 ．現骨 端幅15 ．79
18－8 ノウサギ 第5中足 骨 左 ほぼ完 存 1
18－9 カラス類 烏口骨 左 遠位端 1

1 8－10 キジ類 手根骨 ＋中手骨 左 ほほ完 存 1 全長3 9．75
18 －1 1 アビ類 尺骨 右 遠位端 1
18 －12 コウモ リ類 上腕骨 左 ほぼ完 存 1
18 －13 ノウサギ 寛骨 左 破 片 1
18 －14 キ ジ類 手 根骨 ＋中手骨 右 遠位端 欠 1
18 －15 コウモ リ類 尺 骨 左 遠 位端 欠 1
18 －16 ハ タ類 主 上顎骨 左 ほぼ完存 1 全長3 7．02
18－17 イ ノシシ 上 腕骨 破 片 1 成獣
18－18 イ ノシシ 胸椎 辣 突起 1 幼獣
18－19 イ ノシシ 胸椎 棟 突起 1
18－20 カエ ル類 上腕 骨 左 両 端欠 1 ヒキ ガエル？
18－21 イ ノシシ 肩 甲骨 破 片 1 成獣
18－22 フグ類 前上 顎骨 右 破 片 1 全 長4 1．74．エ ナメル 質部
18－23 イノ シシ 第2 頚椎 破 片 1
18－24 イノ シシ 下顎 骨 下 顎枝部 1
19 イノ シシ 肋骨 右 破 片 1

20－1 ヒ ト 模骨 右 両端 欠 1 成 人
20－2 ヒ ト 肋骨 破片 1
20－3 ． イノ シシ 肋骨 破片 1
20－4 獣類 椎骨 破片 1
20－5 ヒ ト 第1肋 骨 右 破片 1
2 2 イノ シシ 胸椎 ．嫌突 起 1
2 6 第2＋3手根骨 左 ほ ぼ完存 1 幅2 1．69
27－1 イノシ シ 肋骨 破片 1
2 7－2 イノシ シ 桟骨 右 達位 端欠 1 近位 端末 化骨．2 7－7 と接合
2 7－3 イノシ シ 第4 中手骨 右 遠位 端欠 1
2 7－4 イノ シシ 第2 中手骨 左 ほ ぼ完存 1
2 7－5 イノシ シ 第3／4 中節骨 近位 端 1 土塊 状
2 7－6 モ グラ類 第1頚椎 ほほ 完存 1
2 7－7 イノシ シ 模骨 右 近位 端 1 近位 端末化 骨．27 －2 と接合
2 7－8 イノシ シ 肋骨 左 肋骨頭 付近 1
2 7－9 イノシ シ 手根骨 ／足根骨 破片 1
27－10 イノシ シ 第2／5基 節骨 ほぼ完 存 1
27 －11 イノシ シ 第2／5末 節骨 ほほ完 存 1
27－12 イ ノシ シ 基 節骨 近位端 1
27－13 モ グラ類 上 腕骨 左 ほぼ完 存 1 全長 14．49
27－14 イ ノシシ 胸 椎 関節板 1 27－2 2 と接 合
27－15 イ ノシシ 種 子骨 ほぼ完 存 1
27－16 鳥類 不 明 破片 1
27－17 モ グラ類 下 顎骨 右 破片 1
27－18 イ ノシシ 椎 骨 関節板 1
27－19 イ ノシシ 副 手根骨 破 片 1
27－20 イ ノシシ 第2 ／5基節 骨 近 位端 1

27－21 イ ノシシ 椎 骨 破 片 1 土 塊状
27－22 イノ シシ 胸椎 関節板 1 2 7－14 と接合
27－23 イノ シシ 第2 ／5中節 骨 ほぼ完存 1 土 塊状
27－2 4 イノ シシ 手根 骨 破損 1
27－2 5 モグ ラ類 尺骨 左 近位 端 1
27－2 6 モグ ラ類 大腿 骨 右 遠位 端欠 1
27－2 7 イノ シシ 第2／5指址 骨 近位 端 1
2 7－2 8 モグ ラ類 不 明 破片 1
2 7－2 9 モグ ラ類 脛骨 破片 1
2 7－30 イノシ シ 種子骨 ほぼ完存 1

27－31～4 6

イガイ類 殻 破片 1

土塊 状

イノシ シ 腰椎 破片 1
イノシ シ 腰椎 ほ ぼ完存 1
イノシ シ 肋骨 破片 1
イノシ シ 肋骨 破片 1
イノシ シ 大腿骨 右 遠位 骨端 1
イノシ シ 脛骨 右 ほぼ 完存 1
イノシシ 第3中手 骨 左 近位 端 1
イノシ シ 中手骨 ／中足骨 近位端 1
イノシ シ 中手骨／中足骨 達位 骨端 1
イ ノシシ 中手骨／中足骨 遠位 骨端 1
イ ノシシ 基 節骨 破片 1
イ ノシシ 第2／5 中節 骨 破片 1
イ ノシシ 中節骨 破片 1
イ ノシシ 末 節骨 破片 1

29 イ ノシシ 肋 骨 左 破片 1
30－1 ヒ ト 中足骨 骨体 1
30－2 ヒ ト 中手骨 骨体 1
3 2 ヒ ト 第5 中足骨 右 ほぼ完存 1 成人
3 4 バ ク類 主上 顎骨 左 ほぼ完存 1 全長48 ．74
3 5 ノウサ ギ 上腕 骨 左 遠 位端 1 遠位端 幅12．2 2
4 2 ニワ トリ 寛骨 左 破 片 1

4 6－1 ヒ ト 肋骨 破 片 1
4 6－2 ヒ ト 肋骨 破 片 1
50－1 ヒ ト 模骨 右 骨 体 1

土 塊状5 0－2 ヒ ト 脛骨 左 遠位 端 1
5 0－3 獣 類 不明 破 片 1

5 0－4 獣 類 不明 破片 1
5 1－1 肩 甲骨 右 破片 1 5 1－3 と接合，頸 帽26 ．4 6
5 1－2 トラ フグ 前上顎 骨 左 破片 1 歯 冠長44 ．09，大 型
5 1－3 肩甲骨 右 破片 1 51－1 と接合
56 －1 イノシ シ 肋骨 右 破片 1
56 －2 イノシ シ 肋骨 右 破片 1
56 －3 イノシ シ 肋骨 左 破片 1
56 －4 ヒ ト 第2中足 骨 右 達位 端欠 1
56 －5
56－6
56－7
56－8
56－9
56－10
56－11
56－12
57－1
57－2
58－1
5 8－2
5 8－3
5 8－4
5 9－1
5 9－2
5 9－3
63 －1
63 －2
63 －3
63－4

63－5
63－6
63－7
63－8
63－9
63－10
63－11
6 3－12
6 3－13
6 3－14
6 3－1 5
63 －16
63 －17
63 －18
63 －19
63 －20
63 －21
63 －22
63－23
63－24
63－25
65－1
65－2
65－3
68

70－1

ニ ワ トリ
イ ノシシ
ヒ ト
イ ノシシ
イ ノシシ
ヒ ト
ノ ウサ ギ
スズ キ
ノウサ ギ
ニワ トリ
ブタ
獣類
イヌ
ヒ ト
イノシ シ
ヒ ト
ビ ト
ヒ ト
イノシ シ
ヒ ト
ビ ト
ビ ト
イノシシ

カ ワハギ類
ヒ ト
ビ ト
キ ジ類

ヒ ト
ビ ト

イノ シシ
イノ シシ
ノウサ ギ
イノ シシ
イノ シシ
ヒ ト
ヒ ト
ビ ト
ビ ト
ビ ト
ヒ ト
ヒ ト
ノ ウサギ
ク マネズ ミ類
イ ノシシ
イ ノシシ
ヒ メウ

桟 骨
基節骨
内側楔状 骨
腰 椎
榛 骨
第1肋骨
寛 骨
歯 骨
下顎 骨
大腿 骨
後頭 骨
不 明
第1 頚椎
後頸 骨
頚椎
肋骨
肋骨
第4 中足骨 ・第5中足 骨
桟骨
第3 中足 骨
址骨（第1基節 骨）
不明
第2肋骨
腰 帯
中手骨 ／中足骨
指 骨（基節 骨）

上 腕骨
内側楔状 骨

不 明
前 頚骨
胸椎
第2 肋骨
胸椎
肋骨
第2 肋骨
不 明
址骨（第1基節 骨）
中手 骨／中足 骨
不明
中足骨
肋骨
第4 ・5 中足骨＋址骨
中手骨
上腕骨
肋 骨
肋 骨
上 腕骨

左
右
右

左
左

右
右
右

左
右

右
右
右

左

左
右

右

左

左

左

左

近位端 欠

ほ ぼ完 存
ほぼ 完存
破片
達位骨 端
破片
破損
遠位端 欠
破 損
近 位端

破 片
破 片
破 片
破 片
破 片
破 片
遠位 端欠
破片
遠位 端欠
破片
破片
肋骨 頭付 近
破片
骨体
近位 端欠
破片
破損
破片
頬骨突 起
嫌突起
肋骨頭 付近
ほぼ完 存
破片
胸 骨端
破片

近 位端
達 位端
破 片
近 位端片
破 片
破片
ほぼ完存
ほぼ完存
破片
骨体
近位 端欠

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

‘1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

打割
近位 端末化 骨外 れ．若獣

幼獣
未化 骨外 れ

高10 ．93

長27．8 5

成人

癒 着成 人

成 人

他 微細片 有
63 －18 と接合

右 第1中足 骨近位 端部接 合．成 人

63－6 と接 合

他破片 有

土 塊状

全 長37 ．59

土 塊状
70 －5 ・6 と接合
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第 6 表　 骨 類 同 定 結 果 （ 3 ）

ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 備　　 考N o． 種　　 類 部　　 位 左 右 部　　 分 数　 富 用
70 －2 ヒト 頬骨 右 破片

ほぼ古存
1
1

70 －7 ・11 と接合
70－3
70 －4

ヒト
イタチ

腰椎
下顎骨

右 7C
破片
　ヽ　．．L JJよl

1
∠ゝ

70 －5 ヒメウ 上腕骨

′三．
左
左

近位塙欠
近位端欠

1
1

70 －1 ・6 と接□

70 －1 ・5と接合70 －6
70 －7

ヒメウ
ヒト

上腕 日
腰椎

ほぼ完存
　ヽ　　＿1－J．lU

1 70 －3 ・11 と接合
山　　 風　　　　 一　 月・　 鳳　 幅 4 05

70 －8
70 －9

イノシシ
イノシシ

脛骨
上腕骨

左
右

遠位廟欠
墾珪

1
1

両痢未化 日．7 0－10 と同一 臥最小 目体 田1 ．
骨端末化骨．3片が接合．最小骨体幅14．8 1

山　　 風　　　 一　 旦　　 ′落体幅 4 0570 －10 イノシシ 胆骨 左 遠位端
ほぼ士存

1
1

両肺未化 日．7 0－8 と同一日，最小 日　 田1 ．
7 0－3 ・7 と接合70－11

7 ト1
ヒト
ヒト

腰椎
肋骨

フC
破片

JJll
1

7 1－2 ニワトリ 脛骨
恩

右 両粕欠
破片

1
17 1－3 ニワトリ 四肢 目

l　′空・
左 破片 1 成人

78
80 °

ヒト
イノシシ

側頭目
肋骨
－1ム帥　 鳳

右
右

肋骨頭付近
破片

1
1

82 －1 バク類 削＿ひ蓋目
方属．

ほほ宅存 1
82 －2
82 －3

イノン∵／
イノシシ

第3／4末節 目
第2／5末節骨

′1買．

プロ
ほぼ完存
ほぼせ存

1
1

82 －4 イノン∵／ 種子日
中手品／中足晶

フl＝
達位端 1

82 －5
82 －6

ノウサギ
イノシシ

日　　　　　日
第2／5中手骨／中足骨
指址骨

遠位端
近位端

1
1 土塊状

82 －7 イノンン 白田r目
」要． 遠位端 1 土塊状

8 2－8
8 2－9

イノン∵／
イノシシ

基節目
椎骨

．1遅．

破片
破片

1
1

82 －10

82－11 ～21

イノンン
カワニナ

肋 目
殻

破片 1

土塊状

魚類 箆思蓋骨 破片 1
逼類 不明 破片 1
竃類 不明 破片 1
‘岩類 不明 破片 1

コウモリ類ワ 指骨 破片 1

イノシシ 胸椎 破片 1

イノシシ 肋骨 破片 1

イノシシ 肋骨 破片 1

イノシシ 上腕骨 近位骨端 1

イノシシ 大腿骨 近位骨端 1

イノシシ 踵骨 近位端 1

イノシシ 中節骨 破片 1

イノシシ
イノシシ

末節骨
不明

左 破片
破片

1
1

′1至． ほぼ裏 1 合，’位端末　 骨

83－1
イノンソ
イノシシ

中節目
肋骨

フG
破片

　ヽ　．．1一一山

1

83－2 ノウサギ 中足骨

．！三．

遠位柄
破片

1
1 2片が接合．成人，土塊状

87－1 ヒト 頭頂日
鹿角

角廃部 1 土塊状

87－2
87－3

ヒト
鳥類

頭骨
模骨

右 破片
破片

′一こ．

1
1 他微細片有

94－1 キツネ 下顎骨 左 ほぼ元存 1 全長100 ±

′払94－2 ブタ 竜骨 左 ‘ 破片
破片

1
1

臼部未化 自
若獣94－3

94－4
ブタ
ブタ

胸椎
肋骨

破片
士

1
両Ⅱ未化鳳外れ

94－5
94－6

ネコ

鳥類

桟骨
指骨

左 ほぼ完存
ほぼ完存

1
1

メ両　　　 日

95－1 ヒト 前頭骨 右 破片 1 成人属 性
95－2
95 3

イノシシ

イノシシ

胸椎
第 1肋骨 左

棟突起
破片

1
1

95－4 ハタ類 主上顎骨 右 ほぼ完存 1

95－5
95－6

ヒ ト
魚類

肋骨
負思粂骨

破片
ほぼ完存

′±．

1
1

95－7 フグ類
、　　　d　一・、　、

前上顎骨＋主上顎骨
、月．

右 ほぼ元存
ほぼ士存

1
1

全長 17 ．36
95－8
96－1

クマ不スミ類

ヒト

大腿日
寛骨

左
左

フC
破片 1

96－2 ヒト 寛骨
腰椎

右 破片
ほぼ完存

1
1

女性？
女性？96－3

96－4
ヒト

ビト
脛骨 右 骨体 1 成人

J 題　　　 l　ロ　？
96 －5 ヒト 頭頂骨 破片

　ヽ　　こ．山1U
1 幼児～小児程度．

96 －6

96 －7 コウモリ類
尺骨
上腕骨

左
右

近位柄欠
近位端欠

1
1

土塊状
山　　　　風99 －1 ネコ 大腿骨 左 ほぼ完存 1 両端未化胃外れ．現長8 1．89

99 －2
100

ヒト
ノウサギ

寛骨
大腿骨

右
左

破片
近位端欠

1
1

成人

第 7 表　 貝 類 同 定 結 果 集 計 表

目　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 数　 量腹足綱 （巻貝） 数　 亙 ＿枚貝綱

コベルトフネガイ
1

海産貝類 クロアワビ 1
5（アワビ類） 2

ベンケイガイ 2
1

タマキガイ 5

サザエ
殻 （152 ）

2 13 ヒメイガイ 1蓋 （61）
1 （イガイ類） 1

カニモリガイ 16
タイラギ 2

シドロガイ 1
ウミギク 12

オオヘ ビガイ 8
イワガキ 12

エゾタマガイ 1
オウナガイ 3

ヒメヨウラク 1
トマヤガイ 1

レイシガイ 1
キクザル 13

バイ 7
バカガイ 6（エゾバイ科） 2
ゴイサギ 2

ナガニシ 2
1

淡水貝類 カワニナ 2 85 シラオガイ 5
陸貝類 マイマイ （※） 62

ケマンガイ 1
ナミギセル 1

スダレガイ 1
合　　 計 604 コクマガイ 2

備　 考

※マイマイ科 （カタツムリ）は日本産 10属 93種が存在する。現在の氷見市 にはそのうち 6種が生息してお り、ノ トマイ

マイが中心となる （氷見市19 99）。今回出土 したマイマイは種の同定を実施していないため、細分については不明であ
る。

マツカゼガイ 1

ハマグリ 5

シオツガイ 1

汽水貝類 4 2

淡水貝類 1
合　　 計

総　　 合　　 計

12 6

83 3
貝類細片試料数 1　　　 103

第 8 表　 貝 類 出 土 地 点 別 集 計 表

、ナ　ナ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 カワ‾ナサザエ （殻） サザエ （蓋） カニモリカイ ハイ （エソハイ科含む）
占　　　　　　　　 数　 日

出土地占 数　 量
出土地点

底面砂層

数　 量

2 1

出土地点

底面砂層

数　 量
12

出土地点

底面砂層中層

数　 量
13

出土地…、

底面砂層
む

貰
4
3

底面砂層
底面砂層上層

120

14
底面砂層上層 6 底面砂層上層 4 底面砂層下層 1 底面砂層下層

お山‾　‾
2 l ●…l．

底面砂層下層
5 0

底面砂層下層

落盤 （古）

4
6

底面砂層中層

底面砂層下層

23

9

砂岩チフス2 2 砂石アフス3 ＿　　　Lプ
落盤 （古）

l．11　－－　－．・

2

砂岩テラス1 8 砂岩テラス1 2 砂石アフス1
砂山‾ラス2

6

12砂岩テラス2 17

5

砂岩テラス2
砂岩テラス2～3

1
1

y 石 7‾
砂岩テラス3

7 6

γ石7‾
砂岩テラス3

表面堆積層

79

1

砂岩テラス3
表面堆積層

6

2

洞窟表層
表採

1

1

落盤堆積層 2 ． 表採 1 地点不明 3

表採 2

地点不明
合　 計

1
152 合　 計 6 1 合　 計 16 合　 計 9 合　 計 2 85

マイマイ ウミギク イワガキ
臼

キクサル
b占　　　　　　　　 数　 日

ン′ン′－、
出土地占

数　 量
出土地点

底面砂層

数　 量

31

出土地点
底面砂層

数　 量

4

出土地点
底面砂層

敷　 瓦

2

出土地ハ、、
底面砂層

む

富
5

1

底面砂層

底面砂層上層

16
1

底面砂層上層 5 底面砂層中層 4 底面砂層中層 2 底面砂層上層
む 5

Lタ′
底面砂層中層 1

底面砂層中層
底面砂層下層

1
12

底面砂層下層
表面堆積層

3
1

底面砂層下層

砂岩テラス1

1
1

底面砂層中層

底面砂層下層
1

1

こlこl －
底面砂層下層
砂山‾‾ス2

10

1
落盤 （古） 1 砂岩テラス2 1 表面堆積層 y石 7‾フ

砂山‾ラス2－3
1

砂岩テラス2
砂岩テラス2～3

1
1

砂岩テラス3

洞窟表層

2

1

グ石ア
砂岩テラス3

洞窟表層

8
1

砂岩テラス3 6 表採 1 ？p
表面堆積層

2
洞窟表層

地点不明

1

3

地点不明 1

．A　 壬 13

地点不明

∠ゝ　計

1
42

合　 計 62 合　 計 12 合　 計 12 ロ　 計 ロ　　　ロ
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第5章　まとめ

大境エンニヤマ下洞窟遺跡は、約6，000年前の縄文海進によって形成された海食洞に営まれた遺跡で

ある。近世末期ないし明治時代に人骨が出土したといい、大正7年に大境洞窟遺跡の発掘調査が実施さ

れた際には柴田常恵ら研究者によって弥生土器の散布が確認されていた。その時点ですでに底面の主要

部は掘り取られてしまっており、人骨が出土した際にも撹乱を受けたものと考えられる。今回の調査で

は、そういった状況の中、限られた成果ではあったが多くの知見を得ることができた。

洞窟について　本遺跡を構成する海食洞は、灘浦海岸に断崖を形成する薮田層の泥岩に穿たれており、

間口の広さ約14m、奥行き約16m、高さ約2．9m、底面の標高4．4～5．1m、洞窟の平面積約90Hfを測る。

洞窟底面には落盤が厚い所で1m程堆積する。この落盤堆積層は、洞窟底面の掘り取られた主要部を埋

めるように堆積している。洞窟奥側には自然堆積した砂層が残存しており、貝類が多数出土している。

砂層の最下層には混じり気のない純砂層が堆積しているが、この純砂層は、大境洞窟遺跡の第6層の下

層で見られる砂層と同様なものと考えられる。大境洞窟遺跡では一応の地山扱いがされているこの層は、

実際は洞窟の底面に堆積したものである。その下には石灰分により固着した砂岩層に覆われた泥岩の洞

窟床面が存在する。

砂岩テラスについて　洞窟北壁にはテラス状に砂礫層が固着している。これは洞窟北壁を覆うように

形成された鍾乳石の膜とシルト質土、鍾乳石で固結した砂礫層により構成される。主体となる固結した

砂礫層（3層）より縄文時代中期の土器、縄文時代晩期末～弥生時代中期の土器、人骨、イノシシをは

じめとした骨類、サザエを中心とする貝類が出土している。また中層にあたるシルト質土層（5層）か

ら縄文時代中期前葉の可能性のある土器が出土している。縄文土器と弥生土器が共伴することは、砂礫

層が堆積し固結するまでの長い年月にわたる洞窟利用に際してある程度撹乱を受けていることを示唆す

る。これまで縄文海進の証拠とされてきた砂礫層だが、少なくとも本遺跡で確認した砂礫層の大部分が

形成されたのは約5，000年前の縄文時代中期以降のことであり、最終的には約2，000年前の弥生時代中期

まで下る可能性が指摘できよう。

出土土器について　本遺跡の遺物の主体となるのは、砂岩テラス3層より出土の縄文中期の租製土器

と縄文時代晩期末～弥生中期初めの条痕文系の土器の2群である。それぞれ大境洞窟第6層と第5層に

対応するものであろう。注目したいのが1点のみだが縄文時代中期前葉の新崎式の可能性のある土器が

出土していることである。近接する大境洞窟遺跡からは中期中葉以降の遺物が出土し中期前葉の遺物は

確認されていないため、本遺跡を特徴付ける資料といえるだろう。これは灘浦海岸の海食洞が利用され

始めた時期を遡らせる可能性があるものと考えたい。ただし、中期前葉の土器が出土した砂岩テラス5

層は他の土器が出土した砂岩テラス3層とは時期を隔てると推測されること、1点のみの出土であるこ

とから偶発的なものである可能性も残る。その他にはパケメを施す弥生土器の壷体部破片が出土してい

る。細別はできなかったが、条痕文系の土器と同時期か、もしくは大境洞窟第3層ないし第4層と同時

期まで下る可能性もあるものである。

出土人骨について　ほとんどが砂岩テラス3層に取り込まれていたもので、一部は東壁奥の古手の落

盤の周辺から弥生土器と共伴した。成人男性・成人女性・幼児～小児の骨が確認されており、少なくと

も3体分の人骨があると考えられる。数量・確認された部位ともに多いが、かなり破損しており埋存状
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況は悪い。おそらく大部分は近世末ないし明治時代に出土した際に運び出され、再葬されたのだろう。

そのため大境洞窟遺跡でも議論される落盤による圧死なのか、埋葬骨なのかという問題には答えを出す

ことはできなかった。

出土獣骨等について　獣骨は調査区全体から出土しているが、底面砂層の上面に散布していたネコ等、

ごく近年の・ものも混じる。その一方、砂岩テラスに取り込まれて出土したものをはじめ、縄文時代中期

以降の洞窟利用の間にもたらされたものも多く遺存する。中でもニホンザル、ノウサギ、キツネ、イノ

シシ、ニホンジカ等は狩猟の対象となった可能性がある。特に砂岩テラス3層に取り込まれ、まとまっ

た状態で出土したイノシシ骨は原初の埋存状況を保っており、若い個体を中心に洞窟内に持ち込まれ、

解体されたと推測される。その他、魚骨ではネズミザメ類、スズキ、ハタ類、ブリ、マダィ、マグロ類、

カワハギ類、トラフグ等、鳥骨ではヒメウ、アビ類、ミズナギドリなど海鳥類等が確認でき、それらが

漁獲・捕獲の対象となった可能性がある。

出土貝類について　貝類も調査区全体で確認できる。そのうち底面砂層から出土したものは、砂層と

同じく自然の波風により堆積したものが含まれよう。出土の主体となるのは殻・蓋合わせて213点が出

土したサザエ、285点が出土した淡水巻貝のカワニナである。次いで62点出土したマイマイ（カタツム

リ）、42点出土したヤマトシジミがある。ハマグリ、サルボウ、ヤマトシジミ、カワニナなどは人為的

な搬入の可能性が指摘されている。また、サザエについて殻と蓋の出土地点に差異が見られ（第8表）、

特に砂岩テラスに殻が大量に含まれることから、人為的な集積の可能性が高いと思われる。砂岩テラス

出土の貝類は多くが食用にされたものの残淳であろう。淡水貝類のカワニナが大量に出土している点に

も着目したい。縄文草創期の愛媛県上黒岩岩陰遺跡からは出土した貝類の9割以上という大量のカワニ

ナが出土しており、自然堆積の可能性もあるが食用にされた可能性も否定できないとされる（姉崎2006）。

底面砂層に自然堆積したと考えられるものも多いが、海辺に立地する本遺跡に人為的に搬入されたとす

れば、食用にされた可能性は充分考えられるのではないだろうか○なおマイマイについては、近年洞窟

内に入り込んだものもあろうが、鍾乳石が付着したもの、砂岩テラスに取り込まれたものもあり、縄文

時代ないし弥生時代に遡るものも含まれる。

洞窟内の利用について　これまで見てきた調査成果からもわかるように、洞窟は人為的に利用された

可能性が高い。その利用は縄文時代中期前葉まで遡る可能性があるが、主体となるのは縄文時代中期と

縄文時代晩期末～弥生時代中期初めの新旧2時代で、これは大境洞窟遺跡の第6層と第5層にそれぞれ

対応するものである。洞窟北壁に鍾乳石により固着した砂礫層（砂岩テラス）には食用にされたと推測

される獣骨・貝類が堆積し、人骨も確認できるが、これら堆積物の帰属年代は撹乱のため判別が難しい。

だが、弥生土器がイノシシ骨などと共伴して砂岩テラス3層から出土していること、現状のように鍾乳

石によって固結したのは、弥生時代の遺物が混入した後だと推測されることを評価し、大部分は縄文時

代晩期末～弥生時代中期初めに帰属するものと考えたい○この年代に当たる大境洞窟第5層は貝殻が密

集し貝塚のようだったと報告され、大量の動物遺体と人骨が出土したのもこの層である。これは本遺跡

の状況とも類似する。大境洞窟第5層の評価は墓域説と住居説が括抗し結論は出されていないが、本遺

跡でもその点は確証が得られなかった。ただ、どちらにしても本遺跡は、生活の残淳が集積された貝塚

としての一面を持っていたと考えられるのではないだろうか。

弥生時代中期初め以降、本遺跡での人為的な痕跡は、弥生時代後期から古墳時代に下る可能性のある

土器が1点出土しているのみで途絶えてしまう。その後洞窟が利用されるのは大正時代以降の〆粕製造
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を待たなければならない。その点が大境洞窟遺跡との大きな違いである。大境洞窟遺跡は古墳時代、古

代を経て、中世には信仰の場となり白山社の建つ現在へと至る。灘浦海岸の洞窟遺跡は大境洞窟だけで

はなく、縄文時代から弥生時代には大境エンニヤマ下洞窟遺跡をはじめ複数の海食洞が生活の場として

人々を支えたと考えられる。だがその中でも多彩な遺物の内容や人々の生活における重要度という意味

においては、6つの文化層を持ち縄文時代中期以降、落盤による中絶を挟みつつも連綿と人々とかかわ

りを持ち続けた大境洞窟遺跡が突出しているといわざるを得ない。

今回の調査では、骨貝類の放射性炭素年代測定は実施しなかったため、それぞれの帰属年代を明らか

にすることはできず、砂礫層の年代観の整合性も含めて、将来的な課題として残ることになった。また

地質学的な知見に関しては担当者の知識が充分ではなく、はなはだ不満足な報告となった点は否めない。

今後とも皆様のご批判、ご指導を乞いたい。

本調査の終了後、急傾斜地崩壊対策工事が着工して大境エンニヤマ下洞窟遺跡の周辺の崖は大きく切

り崩された。平成18年度末現在、天井部の一部がかろうじて残存しているのみで、これも次年度以降埋

め立てられてしまう予定である。大正7年以前に調査されることなく消滅した「もう一個の洞窟」と同

じく、大境エンニヤマ下洞窟遺跡もその姿を完全に消すことになる。一方の大境洞窟遺跡では、巻頭写

真図版1に見えるように平成17年度から18年度にかけて洞窟内の落盤を防ぐための保全工事が進められ、

平成19年度には史跡としての整備が行われることになっている。今回の調査の成果が、国指定史跡とし

てこの先も我々に、そして後世の人々にその姿を見せてくれるであろう大境洞窟遺跡とともに、この地

域の洞窟遺跡の様相と過去の人々がどう洞窟を利用してきたかを知るための基礎資料となってくれれば、

というのが今の願いである。
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図版11．遺跡周辺空中写真（1963年撮影）国土地理院
2．大正後期の大境洞窟（南西から）写真では切れているが、左側に大境エン二ヤマ下洞窟遺跡が立地する0



2

図版21．大境工ン二ヤマ下洞窟遺跡近景　2．調査区全景（本調査前・南西から）





図版4　1．Tl土層断面（南から）　2．Tl土層断面（東から）　3．T3土居断面（南西から）　4．T3東側土
層断面（南から）　5．T4土層断面（南から）　6．T5南側土層断面（南西から）　7．丁6北東側土層断
面（北西から）　8．洞窟奥側の床面（固着砂岩層）



∴　　　　・二＿：禦

i上顎・．：‾三顧棄
一＿手　－「∴表恵庭当■爵

遠景（南から）4．砂岩テラス近景（西から）5・砂岩テラス上面の落盤礫堆積と土塊状試料（NG27）
6．砂岩テラス5層の縄文土器（1）出土状況　7．砂岩テラス上面の縄文土器（3）・獣骨（NG51）出
土状況　8．砂岩テラス3層の人骨（NG9）出土状況



図版6　1．砂岩テラス3層骨類・サザエ密集地点　2．砂岩テラス3層骨類・サザエ密集地点　3．砂岩テラス
土層断面（南から）　4．砂岩テラス土層断面（南から）　5．砂岩テラス除去後の洞窟北壁　6．砂岩テラ
ス除去後の洞窟北壁　7．鉄釜（南から）　8．石組炉（東から）
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クマネズミ類左上腕骨
ネズミ類右下顎骨（Ho

1、

13－5）

（No18－6）

（No65－2）

7－9）

ネコ胸椎（Ho7－7・25）
ネコ右桟骨（No94－5）
ネコ右第4手相骨（No7－24）
ネコ左大腿骨（No7－5）
ネコ左踵骨（No7－6）
ネコ右第3中足骨（No7－日）
イタチ右下顎骨（Ho70－4）
キツネ左上腕骨（Ho5－22）

0　　　　　　　　5cm

ノウサギ左下顎骨（N010－3）
ノウサギ左肋骨（No5－18）
ノウサギ左窟骨倒018－13）
ノウサギ左脛骨（No柑一り
ノウサギ左第5中足骨（Ho柑－8）
クマネズミ類左大腿骨（恥13－6）
ネズミ類左脛骨（No5－39）　　124
ネコ尾椎（Ho7－3日
ネコ中手骨（Ho7－32）
ネコ左寛骨（N°7－0
ネコ左脛骨（No7－2・19・23）
ネコ右第1中足骨佃07p12）
ネコ右第4中足骨（Ⅳ07－13）
キツネ左下顎骨（Ho g4－1）

3．出土骨類（4）

図版9　自然科学分析写真（2）

イヌ左下顎骨（Ⅳ013－3）
ブタ後頭骨（伽581）
イノシシ後頭骨左側05－4）
イノシシ胸椎（No63－16）
イノシシ左肋骨（“02g）
イノシシ右上腕骨倒018－7）
イノシシ右尺骨（No5－24）
イノシシ左第2中手骨（Ho27－4）
イノシシ左寛骨（Ho94－2）
イノシシ様子骨（“027－15）
イノシシ右基部骨（No56－6）
ニホンジカ右頬骨突起（Ho63－13）
ニホンジカ右肩甲骨（No5ト1・3）

イヌ第1頚椎（Ho．58－3）
イノシシ右鼻骨（“010－9）
イノシシ第1頚椎（仙09－3）
イノシシ胸椎（Ho22）
イノシシ右肋骨（Ho13－9）
イノシシ左陵骨（Ho56－9）
イノシシ左尺骨（No5－り
イノシシ左第3中手骨（No5－25）
イノシシ右腹骨（Ho70－8）

0　　　　　　　5cm

127　イヌ右第1肋骨（Ho13－7）
130　イノシシ後頭骨（Ho10－10・‖）
133　イノシシ頸稚（No18－3）
136　イノシシ左第1肋骨（No63－618）
139　イノシシ肩甲骨（No18－2り
142　イノシシ右桟骨（No27－2・7）
145．イノシシ副手根骨（No27－19）
148　イノシシ右第4中手骨（No27－3）
151イノシシ桂子骨（No82－4）

イノシシ第2／5基節骨（Ho27－10）154イノシシ第2／5末節骨（No27一日）
イノシシ末節骨（No82－2）　　　157ニホンジカ左上顎骨（Ho13‾1）
ニホンジカ左肋骨（No13－10）　　160ニホンジカ左第2・3手楓骨（No26）

4．出土骨類（5）
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東経
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市町村
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番号

おおざかい
大 境エンニヤマ

と　　やま　　けん
富　 山　 県

ひ　　　み　　　し 16205 38 6

3 60

5 5′
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試掘調査
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20050 826
約 10 0正

急傾斜

した　どう　くつ
下 洞 窟 遺 跡

氷　 見　 市

おお　　　　　 ざかい
大　　　 境

本調査

20060 424～

20060 512

工事

所 収 遺 跡 名 種　　　 別 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特　 記　 事　 項

大境エ ンニヤマ

下 洞 窟 遺 跡
洞　　　 穴

縄 文 中 期 縄文砂礫層

縄 文 土 器

弥 生 土 器

縄文海進時 に形成 され

た海食洞。洞窟壁面 に

弥 生 中 期 弥生砂礫層 人　　　 骨 固着 した砂礫層 に縄 文

近　　　 代 近代石組炉 獣　　　 骨

貝　　　 殻

土器 ・弥生土器 ・人骨 ・

獣骨 ・貝殻を包含する。

要　　　　　 約

大境エンニヤマ下洞窟遺跡は、約6，000年前の縄文海進によって形成された海食洞に営まれた

遺跡である。大正7年に近接する大境洞窟遺跡の発掘調査が実施された際には、弥生土器や人骨

の散布が確認されており、近世末ないし明治時代には大量の人骨が出土したとも伝えられる。

洞窟内部には石灰分により固結した砂礫層がテラス状を呈し、その中に縄文時代中期と縄文時

代晩期末～弥生時代中期初めの大きく2 時期の土器、人骨、イノシシをはじめとする獣骨、魚骨、

サザエ・カワニナ等の貝類が包含される。砂礫層から出土した自然遺物の大部分は縄文時代晩期

未～弥生時代中期初めに洞窟が利用された際に集積された可能性が高く、食用にされたものの残

淳である可能性が高い。そのため本遺跡が貝塚としての一面を持っていたとも考えられよう。

本遺跡は大境洞窟遺跡とともに当地城の洞窟遺跡の様相を示す遺跡であり、大境洞窟遺跡につ

いて考える上でも重要な遺跡といえる。
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